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す。

昭
和
五
十
六
年
―
―
一
月

地
域
開
発
に
伴
な
う
交
通
網
の
整
備
は
、
現
代
社
会
の
進
歩
発
展
か
ら
生
ず
る
必
然
的
な
要
請
で
あ
り
、

し
か
し
そ
の
反
面
、

教

育

長

新

里

盈

県
内
に
お
い
て
も
日
々
近
代
的
な
道
路
の
建
設
が
各
所
で
行
わ
れ
、
私
達
の
生

本
県
歴
史
を
知
る
上
に
ぎ
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
道
・
河
川
な
ど
の
交
通
路
に
残
る
並
木
道
・
道
標
・
一
里
塚
な
ど
の
交
通
遺
跡
が
次
第
に
そ
の
姿
を
府
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
軍
視
し
、
本
県
で
は
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
「
歴
史
の
道
」
を
調
壺
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

木
報
告
書
は
、
本
年
度
に
調
査
し
ま
し
た
五
街
道
の
う
ち
、

岐
し
て
一
方
は
横
田
か
ら
界
木
峠
を
越
え
て
大
槌
に
い
た
る
、

活
は
一
段
と
便
利
に
な
り
多
大
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

序

盛
岡
城
下
の
穀
町
惣
門
前
で
奥
州
追
中
か
ら
分
岐
し
て
、
大
迫
．
逹
曽
部
を
通
っ
て
横
田
（
遠
野
）
に
い
た
り
、

さ
ら
に
分

他
方
は
仙
人
峠
を
越
え
て
釜
石
に
い
た
る
「
大
槌
・
釜
石
街
道
」
に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
な
ど
、

そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
調
在
し
、
そ
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

木
書
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
在
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、

諸
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

岩

手

県

教

育

委

員

会
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五
、
本
書
は
、
主
任
専
門
調
査
員
草
問
俊
一
が
執
筆
し
、

文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

四
、
調
在
の
方
法
は
、

地
区
調
壺
員
が
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
調
査
員
が
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

補

助

員

高

橋

哲

郎

岩
手
大
学
文
部
技
官

地
区
調
在
員
（
釜
石
市
）

武

山

利

釜
石
市
文
化
財
保
護
審
議
会
々
長

地
区
調
在
員
（
遠
野
市
）

立

花

敏

勝

大

出

中

学

校

教

論

地
区
調
在
員
（
宮
守
村
）

水

原

義

人

宮

守

小

学

校

教

諭

地
区
調
咋
員
（
大
迫
町
）

藤

原

美

津

雄

大

迫

町

文

化

財

調

査

員

地
区
調
在
員
（
紫
波
町
）

佐

藤

正

雄

岩
手
県
文
化
財
保
護
指
導
員

地
区
調
在
員
（
都
南
村
）

勝

文

子

重

範

都

南

村

文

化

財

調

府

員

地
区
調
査
員
（
盛
岡
市
）

菊

池

常

雄

滝

沢

村

文

化

財

調

査

員

専

門

調

査

員

吉

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

専

門

調

査

員

細

井

計

岩
手
大
学
教
授

主
任
専
門
調
査
員

草

間

俊

道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

岩
手
大
学
教
授

、
本
調
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

（イ） （ア）
(=-J (—) 

収
北
し
た
も
の

古
文
書
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
ど
。

調
査
し
た
事
項

二
、
本
調
在
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
集
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

一
、
本
力
は
歴
史
の
道
「
大
槌
・
釜
石
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。

例

口
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地

図

写 第
四
章

第
二
章

第
三
章

第
一
章

例 序

ロ

あ
と
か
き

街
道
沿
い
の
公
開
施
設

第
八
節
笛
吹
峠
道
沿
い
の
文
化
財
•
そ
の
他

第
七
節

第
六
節
釜
石
街
道
沿
い
の
文
化
財
•
そ
の
他

第

五

節

釜

石

街

道

第
四
節
大
槌
街
道
沿
い
の
文
化
財
•
そ
の
他

第
三
節
大
槌
街
道

第
二
節

第
一
節

笛
吹
峠
道
・
そ
の
他

遠
野
街
道
沿
い
の
文
化
財
•
そ
の
他

遠
野
街
道

街
道
の
現
状
と
文
化
財
•
そ
の
他

ま
え
か
き

目

次

岩
手
県
教
育
委
員
会
教
ぷ
目
に
新
里

盈

59 58 53 52 43 41 33 32 12 7
 

7
 

6
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一
横
田
ョ
リ
山
ロ
マ
テ

難
所
舌
中
牛
馬
不
通

里

半

平

地

此
間
佐
比
内
川
炭
二
間
深
五
寸

釜
石
川
廣
壱
間
深
五
寸
、
皮
抜
山
坂
四
里

一
横
田
ョ
リ
釜
石
浦
マ
テ

十

里

山

統

此
間
稗
貫
川
橋
十
間
幅
二
間
深
二
尺
猿
ケ
石
川
炭
八
間
深
壱
尺
五
寸

一
大
迫
ョ
リ
横
田
マ
テ

六

里

半

同

一
乙
部
ョ
リ
大
迫
マ
テ

四

里

半

同

此
間
簗
川
廣
八
問
深
二
尺
乙
部
川
廣
三
間
深
壱
尺

「
一
盛
岡
ョ
リ
乙
部
マ
テ

三
里
半

平
地

あ
る
。
そ
の
精
細
に
つ
い
て
、

組
丁

一
、
簗
川
道
上
小
路
足
軽
町

一
、
藪
川
逍
下
小
路

岡
御
城
下
所
々
道
筋
並
出
口
」
に
七
筋
が
あ
げ
ら
れ
、

神

子

田

足

軽

な
っ
た
。

（
県
立
図
書
館
本
）
に
よ
れ
ば
、

「
南
部
盛

盛
岡
か
ら
奥
州
道
中
と
分
れ
て
、
東
の
太
平
洋
岸
に
至
る
街
追
は
、
南
か
ら
乙
部
—
大

迫
ー
逹
曽
部
—
遠
野
へ
行
き
、
遠
野
か
ら
界
木
峠
を
越
え
て
大
槌
に
行
く
道
と
、
遠
野
か

ら
仙
人
峠
ま
た
は
笛
吹
峠
を
越
え
て
釜
石
に
行
く
道
と
が
あ
っ
た
。
北
の
方
は
藪
川
ー
早

坂
峠
ー
岩
泉
か
ら
安
家
の
元
村
に
出
て
、
普
代
か
ら
野
田
に
行
く
追
が
あ
っ
た
。
中
間
は

盛
岡
か
ら
簗
川
ー
区
界
峠
ー
田
代
ー
茂
市
ー
宮
古
へ
行
く
道
が
あ
っ
た
。
本
年
は
こ
の
三

つ
の
道
を
歴
史
の
道
と
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
乙
部
道
を
調
査
す
る
こ
と
に

江
戸
時
代
の
『
盛
岡
御
領
内
大
道
筋
記
』

7
 

ヽ

乙
部
道

足
軽
町
」
と

第
一
章
ま
え
が
き

大
槌
．

釜
石
街
道

記
録
と
絵
図
で
あ
る
。

甜
末
の
文
化
文
政
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

脇
街
道
で
あ
っ
た
か

ヽ

』コ
1
1
1
'

ロ

『
三
閉
伊
道
中
図
』

は
、
両
者
相
閃
連
し
て
内
か
れ
た
も
の
で
、
街
道
の
状
況
の

て
調
在
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
旧
街
近
は
旧
道
と
表
現
す
る
。

大
槌
町
は
沢
館
栄
吉
氏
を
は
じ
め
、

閃
係
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
方
々
の
御
協
力
を
得

原
芙
津
雄
氏
、
宮
守
村
水
原
義
人
氏
、
遠
野
市
立
花
敏
勝
氏
、
釜
石
市
式
山
利
一
氏
で
、

員
は
盛
岡
市
菊
池
常
雄
氏
、
都
南
村
勝
文
子
頂
範
氏
、

紫
波
町
佐
藤
正
雄
氏
、
大
迫
町
藤

資
料
に
基
づ
い
て
、

私
が
現
地
を
案
内
さ
れ
た
上
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

閃
係
調
査

る
。
釜
石
街
道
が
主
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

図
』
と
『
三
閉
伊
路
程
記
』

に
は
大
槌
街
道
の
記
述
が
な
く
、

釜
石
街
道
が
記
さ
れ
て
い

一
山
ロ
ヨ
リ
大
槌
マ
テ

青
木
坂
壱
間
半
雪
中
牛
馬
不
通
」

従
っ
て
、
盛
岡
—
横
田
（
遠
野
）
ま
で
を
遠
野
街
道
と
呼
び
、
横
田
ー
大
槌
ま
で
を
大

槌
街
道
、
横
田
ー
釜
石
ま
で
を
釜
石
街
道
と
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
が
む
か
し

百
七
十
九
文

百
八
十
一
文

と
あ
り
、
釜
石
へ
の
道
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
大
槌
に
代
官
所
が
あ
っ
た
の
で
、
こ

れ
が
本
追
と
さ
れ
た
が
、
蘇
末
に
釜
石
の
発
展
が
著
し
く
な
っ
た
の
で
、

こ
の
道
の
調
査
に
当
っ
て
は
、
閃
係
市
町
村
に
調
在
員
を
依
頼
し
、
そ
の
調
査
と
そ
の

『
三
閉
伊
路
程

一
横
田
ョ
リ
大
槌
迄
十
里
十
八
丁
七
間
四
百
文
」

一
逹
曽
部
ョ
リ
遠
野
横
田
迄
四
里
廿
九
丁
十
三
間

一
大
迫
ョ
リ
逹
曽
部
迄
二
里
廿
二
丁
五
十
間
九
十
五
文

一
乙
部
ョ
リ
大
迫
迄
四
里
廿
九
丁
廿
八
間

「
一
盛
岡
ョ
リ
乙
部
迄
二
里
三
十
四
丁
六
間
百
十
文

な
お
、

『
南
部
領
内
行
程
』

（
県
立
図
書
館
本
）
に
は

の
道
標
に
も
則
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
あ
る
。

此
間
橋
野
川
廣
三
間
深
五
寸

ハ

里

山

続

此
間
佐
比
内
川
廣
―
―
一
間
深
壱
尺

『
三
閉
伊
道
中
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所
が
建
て
ら
れ
た
が
、
今
そ
の
跡
は
全
く
な
い
。

神
社
が
あ
る
⑧
゜

に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
東
北
農
試
の
盛
岡
試
験
場
が
あ
る
が
、
そ
の
前
に
幕
末
に
大
筒
鋳
場

わ
き
に
、

シ
ダ
レ
カ
ツ
ラ
（
写
8
)
⑦
が
あ
り
、

そ
の
先
の
山
手
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
諏
訪

が
あ
り
、

そ
の
東
方
の
見
石
に
は
金
毘
羅
神
社
（
写
4
)
④
が
あ
る
。

そ
れ
よ
り
、

少
し
南

の
附
近
に
あ
っ
た
間
引
地
蔵
（
写
3
)
②
は
位
置
が
変
っ
て
い
る
が
、

現
在
も
立
っ
て
い

る
。
舛
形
の
東
方
に
新
山
館
③
が
あ
っ
た
。
舛
形
を
出
て
簗
川
橋
と
の
間
に
盛
岡
バ
イ
バ

簗
川
橋
を
渡
っ
て
、
東
中
野
か
ら
安
庭
へ
と
つ
づ
く
が
、
そ
こ
に
簗
川
の
茶
屋
（
写
5
)
⑤

門
に
入
っ
て
真
立
か
ら
蝶
ガ
森
の
南
麓
を
通
る
道
が
、

旧
道
ら
し
い
が
、
道
中
図
の
書
か

れ
た
幕
末
に
は
川
沿
の
現
県
道
と
同
じ
｝
叫
筋
と
な
っ
て
い
る
。
山
麓
の
道
を
行
く
と
道
路

ス
が
十
文
字
に
交
叉
し
て
い
て
、
交
通
が
頻
繁
で
あ
る
。

川
岸
道
路
の
開
通
な
ど
で
、

著
し
く
変
っ
て
い
て
、

舛
形
の
名
残
り
は
な
い
(
1
図
）
。
そ

川
の
川
渕
に
出
て
、
舛
形
の
あ
っ
た
附
近
は
、
北
上
川
畔
の
護
岸
工
事
と
、
そ
れ
に
伴
う

変
ら
な
い
。

詑
屋
町
に
入
る
と
間
も
な
く
右
手
に
大
慈
清
水
が
あ
る
（
写
2
)
①゚

北
上

路
は
舗
装
さ
れ
、

家
並
も
昔
の
面
影
は
な
い
が
（
写
l
)
、

道
筋
と
そ
の
幅
員
は
昔
と
余
り

0

盛
岡
市

第
一
節

街
道
の
現
況
と
文
化
財
•
そ
の
他

盛岡巾地図（大正 5年）

逆
に
盛
岡
よ
り
の
順
に
並
べ
る
こ
と
に
し
た
。

記
、
道
中
図
と
『

』
を
つ
け
ず
表
現
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
両
者
と
も
釜
石
を
起

が
多
か
っ
た
の
か
、
記
録
に
も
、
絵
図
に
も
と
こ
ろ
と
こ
ろ
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
盛
岡

市
公
民
館
所
蔵
本
で
、
も
と
盛
岡
藩
主
南
部
家
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。

点
と
し
て
神
子
田
の
舛
形
を
終
点
に
内
か
れ
て
い
る
の
で
、
順
序
は
こ
の
報
告
と
は
逆
コ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
絵
図
を
後
に
一
括
し
て
掲
げ
る
か
、
絵
図
の
順
と
は

第
二
章

遠

野

街

道

写
ー
は
写
真
図
版
ー
の
番
号
て
あ
る
。
①
は
第
一
一
節
の
文
化

財
•
そ
の
他
の
番
号
で
あ
り
（
以
下
同
じ
）
、
市
町
村
別
で
通

し
番
号
に
な
っ
て
い
る
。

盛
岡
城
下
よ
り
遠
野
へ
の
街
道
は
、

乙
部
道
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
南
方
の
出
口
惣
門
を

出
て
、
舵
屋
町
か
ら
神
子
田
の
同
心
組
町
を
出
は
ず
れ
る
と
舛
形
が
あ
っ
た
。
こ
の
問
道

い
る
が
今
は
そ
の
跡
は
全
く
な
い
。

そ
の
東
側
に
二
二
三

m
の
蝶
ガ
森
が
あ
り
（
写
7
)
、

ら
か
、

本
文
で
は
路
程

一
里
塚
の
手
入
も
良
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
当
時
既
に
一
里
塚
の
破
壊
さ
れ
た
の

1図 遠野街道

一
里
塚
の
あ
っ
た
こ
と
が
「
上
田
通
絵
図
」

(
2
凶
）
（
盛
岡
市
公
民
館
蔵
）

そ
の
頂
上
に
ベ
ニ
イ
タ
ヤ
（
盛
岡
市
指
定
天
然
記
念
物
）
が
あ
る
。

に
記
さ
れ
て

安
庭
か
ら
門
の
境
附
近
の
街
道
沿
い
に
柳
並
木
（
写
6
)
⑥
が
あ
る
が
、

そ
の
と
こ
ろ
に

7
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を
繋
留
し
た
柳
の
木
が
残
っ
て
い
る
。

装
道
と
交
叉
し
て
い
る
。

い
た
。
現
在
も
対
岸
の
三
本
柳
に
舟
番
小
屋
が
残
っ
て
お
り
、
手
代
森
側
に
は
当
時
、

，サ,7‘ 

四
カ
所
あ
っ
た
が
、

)
の
―
―
一
本
柳
の
渡
し
は
昭
和
五
十
年
頃
ま
で
、
村
営
で
利
用
さ
れ
て

た
の
て
、
各
所
に
渡
し
場
が
あ
っ
た
。
盛
岡
市
分
で
は
門
の
渡
し
が
あ
り
、

都
南
村
で
は

は
盛
岡
の
川
原
町
と
仙
北
町
と
を
つ
な
ぐ
舟
橋
よ
り
南
に
は
橋
が
な
く
、
舟
渡
し
て
あ
っ

側
の
丘
陵
上
に
青
麻
神
社
⑥
が
あ
る
。
青
麻
神
社
の
南
に
星
山
峠
が
あ
り
、
こ
れ
が
街
道

か
ら
分
れ
て
、

日
詰
に
出
る
分
れ
道
と
な
っ
て
い
て
、
巡
検
道
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ

か
ら
殿
森
山
の
山
麓
を
通
っ
て
、

八
掛
に
出
る
。
こ
こ
で
現
在
日
詰
よ
り
赤
沢
へ
行
く
舗

山
の
少
し
東
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
正
音
寺
（
写
24)
⑤
が
あ
る
。

そ
れ
か
ら
少
し
行
く
と
西

そ
れ
か
ら
街
近
を
進
む
と
、

北
上
川
炉
に
三
本
柳
渡
し
場
(
T
J
9
)

②
が
あ
る
。

北
上
川
に

道
に
出
る
（
Tぷ

23)
。

都
面
村
に
人
っ
て
、

東
側
の
沢

H
の
丘
陵
の
小
・
り
InJ

い
と
こ
ろ
に
翡
年
観
音
①
が
あ
る
。

分
れ
に

「
館
の
道
標
」
（
写
22)
④
が
あ
る
。

南
に
折
れ
る
右
の
道
を
行
く
と
、

再
び
県

。
都
面
村

の
前
に
出
る
。

そ
れ
か
ら
柳
田
の
一
里
振
（
写
l
y
)
②
附
近
ま
で
、

旧
道
は
県
道
に
改
修
さ

の
町
並
に
な
る
。
路
程
記
に
「
乙
部
ハ
町
屋
作
の
家
も
あ
れ
ど
大
方
は
農
家
也
、
酒
屋
な

と
も
あ
り
て
よ
き
村
也
」
と
あ
る
宿
場
で
あ
っ
た
。
乙
部
の
は
ず
れ
に
「
乙
部
の
方
八
丁

紫
波
町
に
入
る
と
、
旧
道
と
県
道
と
違
っ
た
と
こ
ろ
が
少
し
あ
っ
て
、
江
岸
寺
（
写
I
)
①

れ
て
単
調
に
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
の
一
里
塚
を
す
ぎ
て
県
道
は
南
折
す
る
が
、

は
頁
飢
ぐ
東
南
に
舗
装
さ
れ
な
い
道
を
一
に
ほ
ど
行
く
と
（
写
2
0
.
2
1
)
、

旧
道

南
に
折
れ
る
道
の

こ
こ
で
旧
道
は
県
道
と
重
っ
て
再
び
単
調
な
舗
装
道
路
と
な
る
。
遠

。
紫
波
町

2図

⑧
」
が
あ
る
。

遠野街道

神＋田組町の舛形は、上田糾町に

くらべて簡単である（拠川道中参照）

か
で
な
い
。

い
流
れ
て
い
て
、
船
着
場
に
な
っ
て
い
た
と
云
わ
れ
る
。
道
中
図
に
は
「
黒
川
の
ョ
バ
レ

石
」
と
い
う
大
石
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

石
突
が
こ
れ
に
当
る
か
明
ら
か
で
な
い
。

お
、
こ
の
附
近
が
「
塚
の
根
」
と
云
う
地
名
に
な
っ
て
い
る
の
は
一
里
塚
の
あ
と
か
明
ら

そ
れ
を
過
ぎ
て
乙
部
に
入
る
が
、

如
法
寺
（
写
15)
⑦
の
前
を
通
っ
て
、

乙
部

蝶力森の一里塚

な

な
っ
て
い
る
が
、

J

れ
は
、

17日
北
上
川
の
堤
防
が
な
い
頃
、

北
上
川
が
こ
の
石
の
渕
を
洗

「
黒
川
の
石
突
」

と
称
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
（
写
13)
⑥、

る
よ
う
だ
が
、

旧
道
の
あ
と
は
水
田
や
宅
地
と
な
っ
て
そ
の
あ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。

現
在
宅
地
内
の
庭
石
の
よ
う
に

所
に
中
世
の
館
跡
が
あ
る
③
⑤
゜

田
中
附
近
か
ら
黒
川
小
学
校
附
近
は
旧
道
と
変
っ
て
い

旧
道
は
現
在
県
道
と
な
っ
て
道
巾
も
広
げ
ら
れ
、
舗
装
さ
れ
て
い
る
の
で
、
単
調
な
道

に
な
っ
て
、
止
口
の
面
影
は
全
く
な
く
な
っ
て
い
る
。
東
側
の
平
地
に
臨
む
丘
陵
に
は
、
各

8
 



る。 。
大
迫
町

に
明
治
九
年
の
も
の
で
あ
る
が
道
標
が
立
っ
て
い
る
⑨
゜

左
ハ
も
り
お

か
道
」
と
あ
る
。
そ
の
分
れ
よ
り
や
ま
道
ヘ
―
―

1
0
0
m
ほ
ど
行
っ
た
水
田
の
中
が
、
佐
比
内

あ
る
。
鳳
仙
寺
よ
り
少
し
行
っ
て
、
右
手
に
入
る
小
道
が
あ
り
、
そ
れ
を
行
く
と
岩
屋
観

街
道
を
更
に
進
む
と
、
佐
比
内
の
中
心
地
横
町
と
な
る
。
藩
政
時
代
こ
こ
に
高
札
場
が

は
ず
れ
に
検
断
屋
敷
⑮
が
あ
っ
た
。
今
は
水
田
と
な
っ
て
い
る
（
写
32)
。

こ
の
横
町
の
南

横
町
を
す
ぎ
て
間
も
な
く
大
迫
町
に
入
る
。
町
境
よ
り
―

km
ほ
と
行
っ
た
右
手
に
岩
神

観
音
堂
①
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
少
し
行
く
と
、

あ
っ
た
が
⑭
‘

石
鳥
谷
へ
通
す
る
県
道
と
の
分
岐
点
と
な

そ
こ
か
ら
少
し
行
く
と
岩
の
目
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
（
写
33)
②
。
最
近
の
道
路
の
改

修
で
破
壊
さ
れ
た
が
、
迅
中
図
、
路
程
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
一
里
塚
で
あ
る
。

ら
少
し
行
く
と
丘
陵
が
、
稗
貫
川
岸
ま
て
迫
っ
て
歩
行
出
来
な
い
の
て
、

現
在
は
日
詰
に
通
ず
る
県
道
敷
と
な
っ
て
い
る
（
写
31)
。

そ
れ
か

そ
の
岩
鼻
の
部

分
は
藩
政
時
代
は
山
越
え
を
し
て
（
T点

34)
、
木
戸
ヶ
沢
に
下
り
た
。
そ
の
丘
悛
を
下
り
た

最
近
人
骨
と
土
器
片
が
出
土
し
た

な
い
。
そ
の
旧
道
を
進
ん
で
、
旭
の
又
川
を
渡
っ
て
少
し
行
く
と
、
外
川
目
へ
行
く
道
と

の
分
岐
点
に
な
る
。
そ
こ
が
茶
屋
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
休
憩
の
茶
屋
が
あ
っ
た
名
残
か
。

そ
の
分
れ
に
道
標
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
在
一
基
だ
け
あ
る
（
写
4
6
.
4
7
)
⑪
が
、

諏
訪
神
社
（
写
48)
や
陽
明
寺
墓
地
（
但
姦
4
9
.
5
0
話
）
に
分
散
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

茶
屋
の
と
こ
ろ
か
ら
旧
道
は
現
在
の
県
追
に
出
て
、
宮
守
村
の
方
に
進
む
が
、
藩
政
時

代
の
初
め
か
、
そ
れ
以
前
は
東
北
方
の
山
裾
を
通
っ
て
、
桜
田
に
出
て
、
現
在
の
県
道
の

と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
る
。
宮
守
村
に
入
る
手
前
の
上
落
合
に
一
里
塚
⑩
が
道
中
図
、
路
程

記
に
共
に
記
さ
れ
て
い
て
、
最
近
ま
で
残
っ
て
い
た
が
近
年
の
道
路
改
修
で
破
壊
さ
れ
た

宮
守
村
に
入
っ
て
も
、
旧
道
が
改
修
さ
れ
て
県
逍
と
な
っ
て
い
る
が
、
県
道
に
接
し
て

あ
り
、
更
に
行
く
と
左
手
に
十
一
面
観
音
堂
②
が
あ
る
。
街
道
は
や
が
て
逹
曽
部
部
落
に

入
る
が
、
そ
の
手
前
で
東
に
曲
っ
て
、
ま
た
南
に
曲
っ
て
い
る
。
達
曽
部
は
宿
場
で
、
路

旧
道
の
一
部
の
残
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
写
53)
。

少
し
行
く
と
右
手
に
金
森
稲
荷
神
社
①
が

0

宮
守
村

（写
52)
。

と
の
事
で
片
山
洞
穴
住
居
跡
と
名
付
け
る
こ
と
に
し
た
（
写
30)
⑬゚

音
（
写
29)
⑫
が
あ
る
。

そ
の
手
前
に
も
洞
穴
が
あ
り
、

代
官
の
跡
（
写
27)
⑩
で
あ
る
。

な
お
、
街
道
を
更
に
進
む
と
、

左
手
に
鳳
仙
寺
り
28)
⑪
が

「
右
ハ
や
ま
道

り
取
ら
れ
て
、
｝
叫
路
か
ら
見
上
げ
る
と
こ
ろ
に
断
面
を
見
せ
て
い
る
。

の
一
用
塚
も
木
戸
脇
の
一
里
塚
と
同
様
追
路
の
改
修
に
当
っ
て
旧
追
が
五
m
近
く
掘
り
下

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

西
側
の
も
の
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
東
側
の
一
集
が
半
分
以
上
削

更
に
進
ん
で
、
平
栗
沢
の
手
前
に
沢
沿
い
の
北
上
す
る
道
と
の
分
岐
点
が
あ
り
、
そ
こ

一
甲
塚

?J26面
が
あ
る
。

こ

拡
げ
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
道
路
の
高
低
を
な
く
す
た
め
に
道
路
自
体
も
五
•
五

の
一
部
が
、
追
路
東
側
の
ノ
リ
の
部
分
に
一
部
翡
ま
り
と
し
て
残
っ
て
、
そ
の
存
在
を
物

語
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
か
ら
四
十
数
町
行
っ
た
鴨

II
田
に
、
路
程
記
に
記
さ
れ
て
い
る

脇
街
道
で
あ
る
の
で
七
弔
塚
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
里
塚
は
西
側
の
も
の
は
完
全
に
消
滅
し
、
東
側

そ
れ
を
過
ぎ
て
、
大
迫
町
内
に
入
る
が
、
大
迫
は
宿
場
で
、
下
町
・
中
町
・
上
町
と
町

『
大
迫
は
小
場
な
れ
と
も
家
並
打
そ
ろ
い
上
町
中
町
川
原
町
下
町
と
其
名
別
に
て
よ
き

町
並
也
。
町
の
入
口
右
の
方
に
神
明
の
社
有
。
川
原
町
よ
り
早
池
峯
行
道
有
、
東
岸
寺
⑥

と
云
寺
あ
り
。
岳
川
の
橋
渡
っ
て
官
所
有
⑤
。
明
林
寺
④
と
云
寺
あ
り
。
町
は
つ
れ
に
金

毘
羅
の
社
有
』

（
遠
野
方
面
か
ら
書
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
報
告
の
順
と
は
逆
で
あ
る
）
と
あ
る
。

街
追
は
藩
政
時
代
の
は
じ
め
か
、
そ
れ
以
前
は
妙
琳
寺
の
と
こ
ろ
か
ら
北
に
折
れ
て
、

教
育
委
員
会
や
山
岳
博
物
館
の
あ
る
丘
の
北
側
を
通
っ
て
、
現
在
の
大
迫
中
学
校
の
前
に

出
た
が
、
道
中
図
の
書
か
れ
た
幕
末
に
は
、
現
在
の
県
道
と
同
じ
道
筋
に
な
っ
て
い
る
。

大
迫
町
を
出
は
ず
れ
る
と
、

が
農
道
と
し
残
っ
て
い
る
。

旧
道
は
現
在
の
県
道
の
北
側
を
通
っ
て
い
て
、
旧
道
の
あ
と

そ
の
旧
道
の
下
中
居
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
が
（
写
4
5
)
R
今
は

m
ほ
と
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

並
と
な
っ
て
い
る
。
路
程
記
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

八
掛
か
ら
少
し
行
っ
た
木
戸
脇
に
は
一
里
塚
が
あ
る
（
写
25)
⑦。

J

の
附
近
は
県
道
が

と
こ
ろ
に
天
保
義
民
の
碑
拿
す
35)
③
が
あ
る
。

，
 



碑
な
ど
も
あ
る
。

の
巨
石
（
写
78)
⑤
が
あ
る
。

大
畑
か
ら
田
中
に
か
け
て
旧
道
は
現
県
道
と
違
っ
て
山
の
手

落
に
向
っ
て
、

角
形
の
一
辺
を
行
く
形
で
、

農
迫
と
し
て
残
る
近
を
行
く
。
途
中
に
古

滝
沢
部
落
の
南
は
ず
れ
で
、

山
谷
川
を
渡
っ
て
八
森
に
出
る
と
、

丘
陵
の
中
腹
に
統
石

に
合
す
る
。

そ
こ
に
近
標
拿
嘉
）
⑬
が
あ
る
。

旧
近
は
県
追
を
横
切
っ
て
、

上
宮
守
の
部

一
里
塚
）
も
そ
の
道
筋
に
築
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

下
り
る
が
、

旧
近
は
ほ
ほ
真
直
ぐ
、

東
南
方
に
急
な
坂
を
下
っ
て
平
坦
地
の
山
裾
の
県
道

4

、、力
こt
 

つ

藩
政
の
は
じ
め
は
東
側
の
川
沿
い
の
道
を
通
っ
た
も
の
で
、

一
里
塚

（
小
峠
の

に

「
呼
ば
れ
石
（
万
65)
⑫」

が
あ
る
。

そ
こ
か
ら
現
県
道
は
大
彦
＜
辻
回
し
て
平
坦
地
に

川
沿
の
道
は
洪
水
の
た
び
に
通
行
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
、

揺
末
に
は
西
岸
の
道
と
な

火
石
沢
の
ナ
旧
側
で
遠
野
へ
の
県
道
に
再
び

mな
る
。

そ
れ
か
ら
少
し
行
く
と
、

道
の
右
側

石
に
て
た
た
み
上
な
ど
し
て
、

一
際
目
に
立
展
敷
構
な
り
」

（
路
程
記
）

と
あ
る
。

山
谷

児
野
か
ら
塚
沢
川
を
渡
っ
て
、

火
石
沢
に
出
る
と
旧
道
は
部
落
の
中
を
通
っ
て
（
Tぇ

63)

に
あ
る
千
薬
家
③
に
つ
い
て
は
「
山
根
に
長
洞
と
て
家
壱
軒
有
、
少
し
小
高
処
に
亭
前
切

と
し
て
改
修
さ
れ
て
い
る
。
途
中
に
古
碑
も
あ
る
（
が
62)
。

っ
て
い
て
、

ら
児
野
へ
下
る
旧
道
は
、

テ
レ
ビ
塔
に
通
ず
る
道
の
閃
係
も
あ
っ
て
自
動
車
が
通
れ
る
道

れ
る
（
写
75)
。

し
か
し
、

道
中
図
を
見
る
と
、
滝
沢
村
附
近
は
山
谷
川
の
西
岸
の
道
を
通

拿
74)
の
前
あ
た
り
か
ら
は
山
谷
川
沿
い
の
道
を
お
お
橋
附
近
ま
で
通
っ
て
い
た
と
い
わ

祖
神
安
政
五
戊
午
天
」

と
刻
ま
れ
た
高
さ
六
五

cm
の
自
然
石
が
立
っ
て
い
る
（
写
61)
。

東
岸
に
出
た
旧
道
は
現
県
道
沿
い
に
、
僅

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

い
る
。
そ
の
道
を
逹
曽
部
川
を
渡
っ
て
、
山
の
手
に
か
か
っ
た
と
こ
ろ
に
塚
の
根
の
一
里

一
用
塚
か
ら
更
に
山
中
に
入
っ
た
旧
道
は
、
バ
イ
ロ
ッ
ト
採
草
地
道
と
し
て
手
入
が
さ

れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
約
五

0
0
m
は
よ
い
が
、
そ
れ
か
ら
外
れ
て
、
傑
峠
に

向
う
旧
道
は
、
山
林
中
に
叢
の
中
に
か
く
れ
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
て
（
写
60)
、

す
る
人
は
全
く
な
い
。
峠
ま
で
の
途
中
に
古
碑
⑨
な
ど
あ
っ
て
、

利
用

旧
道
の
存
在
を
物
語
っ

傑
峠
は
逹
曽
部
と
下
宮
守
と
の
境
界
で
、
標
高
五
四
一
―
-
m
あ
る
。
そ
の
道
路
の
右
手
に

「
オ
の
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
⑩
。
径
六

m
、
高
さ
―

m
ほ
ど
小
石
栢
の
塚
の
上
に
「
道

地
元
で
「
ハ
ッ
ケ
」
と
呼
ん
で
い
た
も
の
が
、
媒
峠
と
な
っ
た
も
の
と
云
わ
れ
る
。
峠
か

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
古
碑
⑪
な
ど
あ
る
。

口
附
近
が
牧
草
地
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
一
部
消
滅
し
て
い
る
。
小
峠
の
頂
上
附
近
で

塚
（
写
59
面
が
あ
る
。

旧
道
は
東
南
方
に
咬
峠
に
向
っ
て

程
品
に
は
「
逹
曽
部
ハ
小
場
な
れ
と
も
家
並
立
つ
つ
き
て
よ
き
村
也
」
と
あ
る
。

旧
道
は

現
在
の
辻
曽
部
の
家
並
の
中
程
、
左
手
に
八
幡
宮
の
鳥
居
の
あ
る
と
こ
ろ
で
(
T
J
5
5
)

、
東

に
曲
っ
て
、
丘
陵
の
う
し
ろ
(
T
J
5
6
)

を
八
幡
宮
③
の
前
か
ら
愛
宕
神
社
④
の
前
、
逹
曽
部
中

学
の
訓
を
通
っ
て
大
川
目
に
出
る
。
そ
の
出
口
に
古
碑
群
が
あ
る
（
写
57)
。
大
川
目
の
平

姐
地
に
下
り
た
山
据
を
花
巻
ー
遠
野
の
国
道
の
岩
脇
橋
か
ら
逹
曽
部
—
宮
守
ー
馬
越
峠
—

附
馬
牛
ー
国
道
と
つ
づ
く
県
道
を
横
切
っ
て
（
”
よ
58)
、

上
宮
守
は
宿
場
で
は
な
い
が
、
路
程
記
に
「
村
の
中
程
に
御
高
札
場
有
、
愛
宕
社
有
、

村
端
に
善
勝
寺
⑭
と
云
寺
あ
り
」
と
あ
り
、
家
並
の
多
い
部
洛
で
あ
っ
た
。
上
宮
守
を
出

は
ず
れ
る
と
、
旧
道
は
石
倉
、
戸
草
と
現
県
道
よ
り
北
側
の
山
桝
を
通
っ
て
い
た
（
写
67)
。

途
中
の
道
路
わ
ぎ
に
「
文
政
五
年
十
月
十
六
日
」
の
「
庚
申
塔
」
な
ど
も
あ
る
。

道
を
横
切
っ
た
と
こ
ろ
に
小
丘
陵
が
あ
り
、

そ
こ
に
「
月
見
観
音
（
写
69)
⑮
」
が
あ
る
。
こ

の
月
見
観
音
の
あ
る
丘
の
北
側
を
通
っ
て
、
旧
道
は
東
南
方
に
農
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て

現
県
道
と
合
す
る
の
で
、
改
修
さ
れ
て
、
昔
の
面
影
は
全
く
失
な
わ
れ
て
い
る
（
写
71)
。

0

遠
野
市

小
峠
を
越
え
る
と
遠
野
市
綾
織
で
あ
る
が
、
小
峠
か
ら
滝
沢
部
落
ま
で
下
る
旧
道
は
失

な
わ
れ
て
明
ら
か
で
な
い
。
滝
沢
村
の
は
ず
れ
に
あ
る
佐
々
木
寛
一
氏
宅
近
く
で
、
山
谷
川

を
渡
っ
て
川
の
東
岸
に
進
む
道
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
が
①
、
今
は
そ
の
痕
跡
も
な
い
(
[
与
72)
。

か
に
重
な
っ
て
い
る
が
多
く
は
河
沿
い
に
に
残
る
旧
道
を
通
っ
て
い
る
。

旧
道
の
あ
と
も
あ
り
、

殊
に
千
葉
家

途
中
に
石
碑
群
②
な
ど
も
あ
る
（
伊
点
〕
）
。

川
の
東
岸

よ
く
残
っ
て
お
り
（
与
70)
、

た
だ
小
峠
へ
の
上
り

戸
草
で
、

旧
道
は
現
県
道
を
横
切
っ
て
南
側
に
出
（
写
68)
、

小
峠
に
向
っ
て
い
る
。

県
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の
街
道
と
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
記
述
す
る
。

防
修
理
の
際
、
堤
防
上
の
道
路
と
な
っ
て
い
る
（
写
92)
。

•
9
0
)
⑮
゜

こ
の

旧
道
は
石
上
神
社
入
口
の
烏
居
の
あ
る
附
近
で
（
写
88)
⑬、

と
い
わ
れ
る
が
⑫
、
そ
の
痕
跡
も
な
い
（
写
87)
。

出
る
が
（
写
86)
、

わ
き
に
石
碑
群
な
ど
も
あ
る
（
写
8
3
.
8
4
)
⑩゚

旧
道
が
も
と
の
県
道
に
出
た
と
こ
ろ
の
左
手

僅
か
に
残
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

1
0
 0
m
ほ
ど
行
く
と
旧
道
が
残
っ
て
い
て
、
途
中
道
の

田
中
の
愛
宕
神
社
（
写
82)
⑨
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
旧
道
は
、

ら
も
疑
問
が
あ
る
⑥
゜

に
叢
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
（
写
79)
。

り
南
側
の
下
の
方
を
通
り
、
そ
こ
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
が
、
距
離
の
関
係
か

高
い
山
据
を
通
っ
て
い
た
。

そ
し
て
旧
山
口
小
学
校
の
前
で
旧
道
は
現
県
道
よ

上
り
口
は
畑
や
、
現
県
迎
が
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

に
八
幡
宮
と
聞
称
寺
が
並
ん
で
あ
る
⑪
。
更
に
東
に
進
む
と
再
び
舗
装
さ
れ
た
現
県
道
に

旧
道
は
現
県
道
と
平
行
し
て
北
側
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
水
田
と

な
っ
て
そ
の
痕
跡
は
全
く
な
い
。
殊
に
砂
子
沢
川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
一
里
塚
が
あ
っ
た

現
県
道
と
重
な
っ
て
、
東

に
進
む
と
根
岸
に
「
右
ハ
も
り
お
か
道
、
左
ハ
せ
ん
だ
い
道
」
と
あ
る
道
標
が
あ
る
（
写
89

「
左
ハ
せ
ん
だ
い
道
」
と
あ
る
南
へ
折
れ
る
道
が
花
巻
ー
遠
野
の
国
道
に

交
わ
る
現
在
の
県
道
と
な
っ
て
い
る
が
、

旧
道
は
根
岸
か
ら
東
進
し
て
寒
風
を
通
り
愛
宕

橋
を
渡
っ
て
遠
野
に
入
っ
た
。
こ
の
道
も
舗
装
さ
れ
て
い
て
昔
の
面
影
は
な
い
。
た
だ
寒

風
か
ら
愛
宕
橋
ま
で
は
現
在
の
水
田
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
猿
ヶ
石
川
の
堤

愛
宕
橋
を
渡
っ
て
愛
宕
神
社
(
[
与
93)
⑪
の
下
を
通
っ
て
、
遠
野
の
町
へ
の
入
口
に
舛
形

が
あ
っ
た
（
伊
ょ
94.105)
⑲
。
遠
野
に
は
後
に
述
べ
る
大
槌
ま
た
は
釜
石
へ
行
く
上
組
町
、
附

馬
牛
村
に
出
る
中
組
町
、
盛
岡
ま
た
は
仙
台
方
面
へ
行
く
下
組
町
の
一
ニ
カ
所
に
舛
形
が
あ

っ
た
。
そ
の
う
ち
、
こ
の
下
組
町
の
舛
形
が
最
近
ま
で
残
っ
て
い
た
が
、
最
近
国
道
の
改

修
で
殆
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
遠
野
町
内
は
舛
形
ー
下
組
町
ー
八
軒
町
I

六
日
町

ー
新
町
ー
鍵
町
1

一
日
市
町
ー
石
町
ー
上
組
町
ー
舛
形
と
な
っ
て
、
大
槌
ま
た
は
釜
石
へ

現
在
の
現
追
よ
り
小
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て
い
る
。

国
の
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

路
程
記
に
簗
川
茶
尻
と
あ
る
が
、
背
の
建
物
は
残
っ
て
い
な
い
。

⑧
 

⑦
門
の
シ
ダ
レ
カ
ツ
ラ

⑥
柳
並
木
と
一
里
塚

（
本
文
参
照
）

如
法
寺
は
花
林
山
如
法
寺
で
、

『
邦
内
郷
村
志
』
に
よ
れ
ば
「
稗
貫
郡
寺
林
県
大
興
寺

⑤
簗
川
の
茶
屋
跡

⑦
如
法
寺
・
餓
死
供
養
碑

無
緑
草
木
曰
土
、

ハ
親
脊
属
三
界
寓
禦
悉
皆
成
就
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

⑥
黒
川
の
石
突
（
本
文
参
照
）

平
、
火
難
泊
滅
、

当
所
繁
呂
、

国
家
安
全
、

悉
地
成
就
、
萬
民
快
楽
」

大
慈
寺
境
内
に
湧
ぎ
出
た
清
水
を
、
松
の
大
樋
を
埋
め
て
詑
屋
町
ま
で
ひ
い
て
、
附
近

の
市
民
の
共
同
井
戸
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
湧
出
た
水

は
四
つ
の
舛
に
仕
切
ら
れ
た
と
こ
ろ
へ
流
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
舛
は
飲
料
水
と
し
て
利

用
さ
れ
、
次
に
食
器
洗
場
、
次
に
野
菜
洗
場
、
次
に
洗
濯
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
神
子
田
町
裏
の
北
上
川
に
、
問
引
い
て
流
さ
れ
た
嬰
児
が
流
れ
着
い
て
い

た
の
で
、
土
地
の
人
が
、
供
蓑
の
石
地
蔵
を
建
て
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。

天
正

14
年
頃
、
南
部
氏
と
斯
波
氏
と
戦
っ
た
古
戦
場
、
享
保
年
間
永
泉
寺
が
こ
の
地
に

建
立
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
幕
末
の
頃
、
盛
岡
藩
の
洋
学
校
日
新
館
が
建
て
ら
れ
た
。

享
傑
年
間
藩
主
利
視
公
の
勧
訥
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
が
、
境
内
に
「
享

保
廿
乙
卯
天
八
月
吉
祥
日
」
の
記
銘
の
あ
る
「
一
石
一
字
供
捉
塔
」
が
あ
る
。

「
亡
母
父
幼
有
縁

わ
が
川
で
は
、
料
手
県
に
の
み
見
ら
れ
る
枝
垂
性
の
カ
ツ
ラ
で
、
完
美
な
枝
垂
を
な
し

末
寺
、
報
恩
寺
支
配
之
」
と
あ
る
。
文
禄
二
年
(
-
五
九
三
）
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。
如

法
寺
参
道
の
左
側
に
「
明
和
五
戊
子
年
二
月
五
日
」
の
銘
の
あ
る
餓
死
供
投
碑
が
あ
る
。

乙
部
方
八
丁

県
内
方
八
丁
と
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
何
か
所
か
あ
り
そ
の
う
ち
佐
倉
河
の
方
八
丁
は
胆

大
泉
院
に
移
し
た
と
い
わ
れ
る
。

「
天
下
泰

年
廿
六
日
」
の
棟
札
が
あ
る
。
も
と
観
音
堂
で
あ
っ
て
、
大
泉
院
境
内
の
観
音
を
安
置
し

て
い
た
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
の
際
、
館
林
神
社
と
称
す
る
こ
と
に
な
り
、
観
音
を

④
見
石
の
金
毘
羅
神
社

に
滅
さ
れ
た
。
そ
の
館
の
中
腹
に
館
林
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

現
在
樹
木
数
十
本
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

⑤
 

③

新

山

館

跡

④

法

領

神

社

②

間

引

地

蔵

当
国
三
十
三
番
札
所
の
十
番
札
所
で
あ
る
。
そ
の
う
し
ろ
に
小
山
神
社
が
あ
る
。

大
泉
院
・
手
代
森
館
跡

慶
長
二
年
(
-
五
九
七
）
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。
境
内
に
屹
観
世
音
菩
薩
を
安
置
し
た

観
音
堂
が
あ
り
、
十
一
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
。
大
泉
寺
の
う
し
ろ
、
東
側
の
丘
陵
は
手

代
森
館
跡
で
あ
る
。

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

黒
川
館
跡
・
館
林
神
社

の
創
立
と
い
わ
れ
、
境
内
に
「
た
も
」
の
古
木
が
あ
る
。

斯
波
氏
の
家
臣
黒
川
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
六
年
(
-
五
八
八
）
に
南
部
氏

③
 

②
三
本
柳
の
渡
し
場
（
本
文
参
照
）

①
 

八
盛
岡
市
＞

高
寺
観
音

①

大

慈

清

水

八
都
南
村
＞

あ
る
石
の
手
洗
鉢
が
あ
る
。

第
二
節

遠
野
街
道
沿
い
の
文
化
財
•
そ
の
他

門
の
諏
訪
神
社

門
の
権
現
さ
ん
と
い
わ
れ
た
社
で
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
五
月
吉
日
の
記
銘
の

⑧
 

「
元
禄
十
二
乙
卯
年
十
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寺
支
配
之
」
と
あ
る
。
文
正
年
間
の
開
韮
と
伝
え
ら
れ
る
。
寺
内
に
安
骰
す
る
「
木
造
毘

沙
門
天
立
像
」
は
寄
木
造
り
で
、
平
安
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
隆
三
世
明
王
像
、
軍

茶
利
明
王
像
、
大
威
徳
明
王
像
、
金
剛
夜
叉
明
王
像
は
共
に
一
木
造
り
で
、
平
安
時
代
の

『
邦
内
郷
村
志
』

に
「
法
炭
山
仙
台

（
註
現
在
の
水
沢
市
）

黒
石
正
法
寺
末
寺
、
報
恩

左
ハ
山
み
ち

「
安
永
五
年
佐
比
内
村
絵
図
」
に
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
県
道
敷
と
な
っ
て
い

検
断
屋
敷
跡

前
記
の
村
絵
図
に
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
畑
と
な
っ
て
、

⑮ る。 ⑭

御

制

札

場

跡

る
。
士
器
は
弥
生
式
土
器
片
で
あ
る
。

最
近
人
骨
と
一
緒
に
多
数
の
土
器
片
が
出
土
し
た
も
の
が
鳳
仙
寺
に
保
管
さ
れ
て
い

そ
の
跡
は
認
め
難
い
。

⑤

正

音

寺

安
政
四

□

年・

馬

頭

観

世

音

⑬ て
い
る
。

④

館

の

道

標

の
南
部
重
直
黒
印
状
が
あ
り
、
十
五
駄
を
給
せ
ら
れ
て
い
る
。

⑫ る
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）

の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

八
坂
神
社

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
天
王

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
立
福
山

遠
野
横
田
大
慈
寺
末
寺
」
と
あ
り
、
曹
洞
宗
で
あ

③
 

⑪

厭

仙

寺

で
関
係
文
書
が
あ
る
。

②
 

あ
り
、
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
元
和
二
年
(
-
六
一
六
）
と
い
わ
れ
る
が
、
現

柳
田
の
一
里
塚

路
程
記
に
一
里
塚
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
破
壊
さ
れ
て
原
形
を
と
ど
め
な
い
。
現

在
藤
原
一
男
氏
宅
地
わ
き
に
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。

社
領
十
五
駄

盛
岡
自
光
坊
末
流
大
学
院

邑
老
不
伝

草
創
、
棟
札
元
禄
四
未
六
月
重
信
公
、
享
保
六
年
利
幹
公
、
宝
暦
五
年
十
一
月
利
雄
公
。
」

と
あ
る
も
の
で
、
藩
政
時
代
天
王
と
称
さ
れ
て
い
た
。
寛
永
九
年
（
一
六
―
―
―
―
-
）
十
二
月

佐
比
附
代
官
所
跡

安
政
五
年
（
一
七
七
六
）

の
「
佐
比
内
村
絵
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
佐
比
内
は
近

く
に
朴
金
山
が
あ
っ
て
、
藩
政
の
初
め
、
丹
波
弥
十
郎
な
ど
が
金
堀
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ

岩
屋
観
音

入
口
の
巾
ニ
・
六
m
、
高
さ
一
―
-
•
五mで
、
奥
行
八
•
五

m
の
洞
穴
で
、
奥
に
高
さ
六

八
cm
の
石
造
聖
観
音
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
保
存
は
良
好
で
、
十
四
番
札
所
と
な
っ

片
山
洞
穴
住
居
跡

在
の
本
堂
は
安
政
四
年
(
-
八
五
七
）

の
建
立
で
あ
る
。

⑩ り
お
か
道
」
と
あ
る
。

『
邦
内
郷
村
志
』

に
「
松
島
山
稗
貫
郡
大
迫
県
桂
林
寺
末
寺
、
報
恩
寺
支
配
之
」
と

明
治
九
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
央
に
駒
形
神
社
と
あ
り
。

①

江

岸

寺

⑨
 

八
紫
波
町
＞

中
屋
敷
の
迎
標

⑧

鴨

El
田
の
一
里
塚
（
本
文
参
照
）

側
は
空
濠
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
開
拓
期
の
何
ら
か
の
遺
構
か
も
知
れ
な
い
。

⑦
 

沢
城
跡
で
あ
り
、
太
田
の
方
八
丁
は
志
波
城
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
八

T
も、

須
恵
器
や
糸
切
底
の
土
師
器
片
な
ど
が
出
士
し
て
い
る
。
北
上
川
岸
台
地
で
、
南
側
と
北

⑥
 
青
麻
神
社

木
戸
脇
の
一
里
塚
（
本
文
参
照
）

作
品
で
、

い
ず
れ
も
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
。

「
右
ハ
や
ま
道
、
左
ハ
も
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路
程
記
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

昭
和
六
年
の
耕
地
整
理
で
破
壊
さ
れ
て
今
は
な
い
。

⑩ 

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
往
生
山

る
。
慶
長
三
年
(
-
五
九
八
）
の
開
甚
と
伝
え
ら
れ
る
。

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
在
桂
林
寺
南
邑
東
山
麓
、
往
時
城
主
稗
貫
従
臣
而
藤
原
氏
也
、

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
邑
人
不
記
草
創
、
再
興
元
禄
七
年
甲
戌
修
造
嵩
」
と
あ
り
、
町

下
中
居
の
一
里
塚

④
 

を
見
下
す
殻
勝
の
地
に
あ
る
。

創
建
は
不
明
な
れ
ど
、
文
政
―
―
―
年
の
寄
進
札
が
あ
る
。
眠
病
が
な
お
る
と
い
う
の
で
昔

雌
創
は
七
百
年
位
前
と
伝
え
ら
れ
る
。
境
内
に
杉
の
大
木
あ
り
。
ま
た
古
碑
あ
り
。
古

有
棟
札
、
慶
長
十
三
年
―
―
一
月
十
五
日
、
領
主
多
田
弥
兵
衛
、

（
下
略
）
」
と
あ
る
。

愛
宕
神
社

標高――――

-
0
m
の
山
上
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
堂
宇
は
文
化
四
年
建
立
の
棟
札
が
あ
る
。

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
在
宿
北
裏
、
不
知
往
古
誰
人
為
城
主
、

⑨

愛

宕

神

社

③
逹
曽
部
館
と
八
幡
宮

⑧

中

居

館

い
も
の
は
天
明
六
年
の
庚
申
供
投
塔
で
あ
る
。

天
正
之
頃
城
主
云
大
迫
右
近
、
内
応
九
戸
政
実
（
下
略
）
」
と
あ
る
。

②
十
一
面
観
音
堂

⑦

大

迫

館

は
参
詣
者
が
多
か
っ
た
。

浄
土
宗
、
盛
岡
光
憂
寺
末
寺
、
有
町
北
裏
」
と
あ

①
金
森
稲
荷
神
社

⑥

到

岸

寺

現
在
大
迫
町
農
業
協
同
組
合
の
建
物
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑬
上
落
合
の
一
里
塚
（
本
文
参
照
）

郷
（
下
略
）
」
と
あ
る
。

⑤
大
迫
代
官
所
跡

有
之
、
其
裏
書
。
大
谷
本
願
寺
実
如
印

(2) 

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
亀
森
山

「
右
ハ
と
ふ
の
道
左
ハ
外
川
目
道
」
と
あ
る
。

④

妙

琳

寺

(1) 

文
は
「
一
念
不
能
萬
法
無
過
心
外
無
心
々
身
是
雄
天
保
八
年
十
月
二
十
三
日
」
と
あ

八
大
迫
町
＞

岩
神
観
音
堂

木
戸
ケ
沢
の
義
民
碑

天
保
の
百
姓
一
揆
の
首
謀
者
が
処
刑
さ
れ
た
場
所
で
、
そ
こ
に
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
碑

る
。
碑
の
高
さ
一
・
―

-
m

浄
土
真
宗
東
方
此
寺
什
物
。
阿
弥
陀
如
来
真
向
画
像

文
亀
三
年
癸
亥
七
月
廿
二
日

稗
貫
郡
衣
更
着

③
 

と
は
二
つ
並
ん
で
茶
屋
の
横
に
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

②
岩
の
目
の
一
里
塚
（
本
文
参
照
）

十
五
番
札
所
で
あ
る
。

①
 

⑫ 

茶
屋
横
と
諏
訪
神
社
の
道
標

城
東
有
八
幡
宮
、

社
内

左
川
目
道
」
と
あ
る
。

茶
屋
の
民
家
の
軒
下
に
粘
板
岩
の
自
然
石
に
「
左
ハ
そ
と
か
ハ
め
道
」
と
あ
る
が
、
諏

訪
神
社
境
内
に
「
天
照
皇
大
神
宮
・
八
幡
大
神
・
春
日
大
明
神
」
と
害
い
た
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
秋
十
六
日
の
碑
に
「
右
ハ
と
お
の
道
」
と
あ
り
別
個
の
碑
で
あ
る
が
、
も

陽
明
寺
墓
地
の
道
標

腸
明
寺
墓
地
と
云
わ
れ
る
畑
の
一
か
所
に
石
碑
が
数
個
集
め
ら
れ
て
立
っ
て
い
る
。
そ

の
中
に
道
標
が
三
基
あ
り
、
何
れ
も
茶
屋
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

寛
政
十
二
年
(
-
八

0
0
)

1

―
一
月
十
六
日
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
と
あ
る
石
碑
に
、

慶
應
元
年
(
-
八
六
五
）
十
月
二
十
六
日
「
馬
頭
観
世
音
」
と
あ
る
石
碑
に
「
右

ハ
と
ふ
の
道
左
ハ
や
き
ま
き
」
と
あ
る
。

⑱
年
号
は
な
い
が
地
蔵
尊
を
線
刻
し
た
石
碑
に

八
宮
守
村
＞

「
遠
野
道

⑪ 
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⑫

呼

ば

れ

石

①
小
峠
一
里
塚
跡

い
の
は
安
永
二
年
（
一
七
七
―
―
―
)

の
「
寒
念
佛
供
餐
塔
」

（
高
さ
一
、

四

m
)

で
あ
る
。

刻
ま
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
に
移
動
し
て
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

⑪ 

「
天
保
十
一
云
一
年
四
月
十
日
、
高
峠
山
大
権
現
」
と

⑯
媒
峠
の
オ
の
神
（
本
文
参
照
）

⑱ 

は
寛
永
四
年
(
-
六
二
七
）

の
「
有
縁
無
縁
供
蓑
塔
」

（
高
さ
一

m
)

で
、
他
は
文
久
四

安
政
四
年
(
-
八
五
七
）
の
念
仏
供
養
塔
（
高
さ
一
、
二
六
m
)
d

一
基

⑪

古

碑

⑨

古

碑

平
沢
寺
）
と
呼
ば
れ
た
。

称
し
て
い
る
。
保
存
は
良
好
と
い
え
る
。

⑯ 

⑧
 

る。

⑮ 

境
内
に
古
碑
群
が
多
く
あ
り
、
古
い
の
は
享
和
元
年
(
-
八

0
-
）

参
道
入
口
の
鳥
居
の
附
近
に
古
碑
群
あ
り
寛
政
十
二
年
の
庚
申
塔
が
最
も
古
い
。

治
二
年
(
-
五
五
六
）
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
遠
野
の
東
岬
寺
の
末
寺
と
し
て
開
山
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

浄
士
ナ
具
宗

器
岡
本
病
宜
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い
る
が
、

甲
十
年
―
―
一
月
十
七
日
の
馬
頭
尊
で
あ
る
。

塚
沢
神
社
（
お
地
蔵
さ
ん
）

子
安
地
蔵
党
で
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

た
て
五

m
、
横
六

m
、
高
さ
一
、

元
和
元
年
(
-
六
一

の
庚
申
塔
で
あ

塚
の
根
の
一
里
塚

路
程
記
、
道
中
図
に
も
記
さ
れ
て
い
る
一
里
塚
で
、
道
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
一
基
そ
ろ

っ
て
現
存
し
て
い
る
。
径
七

1
八
m
で
、
高
さ
二

m
ほ
ど
で
あ
る
。
土
地
で
は
七
里
塚
と

旧
道
の
あ
っ
た
山
林
中
に
二
基
の
碑
が
あ
り
、
現
在
樹
木
に
か
く
れ
て
い
る
が
、

の
建
物
で
、
境
内
に
古
碑
が
多
く
あ
る
。
古

五
m
ほ
ど
の
巨
大
な
花
尚
岩
が
、
誼
路
の
か
た
わ
ら

に
あ
り
、
呼
ば
れ
石
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
二

O
c
m
四
方
の
深
さ
―

o
c
m

の
穴
が
あ
り
、
そ
こ
に
高
さ
七
七

cm
の
ほ
ぼ
四
角
な
石
が
立
っ
て
お
り
、

上
宮
守
の
道
標

角
柱
で
高
さ
七
三

cm
、
巾
―
―
―
八

cm
、
厚
さ
二

O
c
m
あ
り
、
年
号
は
な
い
が
、

り
お
か
道
、
左
ハ
は
な
ま
ぎ
道
」
と
あ
り
、
な
お
盛
岡
城
下
よ
り
の
里
程
が
古
い
て
あ
る

宮
護
山
善
勝
寺
、
綾
織
村
光
明
寺
、
報
恩
寺
支
配
で
、
疫
長
十
年
建
立
と
伝
え
ら
れ

る
。
本
堂
は
天
保
元
年
建
立
の
も
の
で
、
山
門
の
前
に
六
地
蔵
が
あ
り
、
嘉
永
年
間
の
も

の
で
あ
る
。

天
神
社
と
古
碑

道
路
わ
き
の
小
さ
い
網
で
、
そ
の
前
に
古
碑
が
あ
り
、
嘉
永
元
年
の
湯
殿
山
の
碑
で
あ

る。

月
見
観
音

旧
道
わ
き
の
小
丘
の
上
に
あ
り
、
遠
野
七
観
音
の
―
つ
で
、

高
峠
碑

五
輪
塔
娑
の
梵

五
番
宮
守
の
寺
（
月
見
山

旧
道
の
西
南
側
に
下
峠
と
い
う
道
が
あ
り
、
現
在
山
林
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
の
士

木
工
事
の
際
出
土
し
た
と
云
わ
れ
る
。

八
遠
野
市
＞

大
正
十
一
年
の
岩
手
県
一
里
駐
調
査
の
際
、
小
峠
の
七
里
塚
と
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
年
頃
開

111
さ
れ
た
際
破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
一
里
塚
に
つ
い
て
は

⑦
 
熊
野
神
社

五
）
附
基
と
い
わ
れ
る
。

西
峰
山

⑭ 

善
勝
寺

⑥

永

林

寺

よ
う
だ
が
、
短
時
間
で
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
金
勝
山
臨
済
宗
盛
岡
東
畔
寺
末
寺
」
と
あ
る
が
、
開
基
は
弘

⑬ 

⑤

宝

呆

寺

字
が
書
い
て
あ
る
。

「
右
ハ
も
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⑨
愛
宕
神
社
前
の
石
碑
群

木
尊
の
阿
弥
陀
如
米
は
室
町
時
代
の
作
で
、
遠
野
市
の
文
化
財
に
指
定
さ

現
在
そ
の
館
の
一
部
に
八
幡
宮
が
祀
ら

⑤

続

石

二
個
並
ん
だ
巨
石
の
上
に
皿
状
に
―
つ
の
石
が
の
っ
て
い
る
ド
ル
メ
ン
状
の
石
で
あ

左
ノ~ヽ

せ

ん

だ

し、

道

れ
て
い
る
。

六
月
十
六
日

と
い
わ
れ
る
。

右

、"

も

り

お

か

道

⑧

光

明

寺

照
牛
山
光
明
寺
、
秤
洞
宗
、
現
在
地
に
建
て
ら
れ
た
の
は
天
正
十
二
年
(
-
五
八
四
）

宝
麿
五
亥
年

れ
、
他
は
水
田
と
な
っ
て
い
る
。

⑮

根

岸

の

道

標

と
い
わ
れ
る
。

周
り
に
冷
が
問
ら
さ
れ
て
い
る
。

月
廿
五
日
」
の
再
興
の
も
の
が
あ
る
。

建
保
年
間
阿
曽
沼
氏
が
遠
野
に
居
城
を
築
い
た
時
、

そ
の
一
族
宇
夫
方
氏
の
築
い
た
館

⑦
 
谷
地
館
跡
と
館
八
幡
宮

ひ
し
処
あ
り
」
と
あ
る
も
の
で
、
そ
の
所
在
は
明
確
で
な
い
。

⑭
西
門
館
跡
（
鶉
崎
館
）
と
八
幡
宮

『
綾
織
郷
土
誌
』

富
山
和
七
年
発
行
）
に
「
山
口
小
学
校
の
住
宅
附
近
に
七
里
塚
と
云

日
宝
寿
」
の
銘
の
あ
る
も
の
で
、
県
指
定
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
 
山
口
の
一
里
塚

も
、
新
田
氏
に
命
じ
て
祭
祀
を
司
ら
せ
た
と
い
う
、
神
刀
の
太
刀
は
、

る
。
台
石
は
高
さ
約
―
―
•
-
m
で
、皿
石
は
長
さ
七
・
―
―
-
m
で
あ
る
。
花
尚
岩
で
あ
る
。

阿
曽
沼
氏
入
部
の
時
に
勧
請
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
後
南
部
氏
が
領
主
に
な
っ
て
か
ら

あ
る
。

「
永
和
二
年
八
月

阿
曽
沼
氏
の
家
臣
鶉
崎
右
京
の
居
館
と
い
わ
れ
る
。
今
日
館
跡
に
八
幡
宮
が
祀
ら
れ
て

八
幡
宮
の
御
神
体
は
鉄
製
の
懸
佛
で
あ
る
。
八
幡
宮
の
棟
札
に
「
元
治
元
年
十
一

⑬

石

上

神

社

原
形
を
留
め
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
道
中
図
に
も
路
程
記
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

と
な
っ
て
い
る
。

『
綾
織
村
郷
土
誌
』

（
昭
和
七
年
）
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
既
に
破
壊
さ
れ
て
、

田
屋
の
大
杉

目
通
り
の
周
り
七
•
-
m
、
樹
幹
の
高
さ
一
―-
0
m
の
大
杉
で
、
遠
野
市
の
天
然
記
念
物

⑫
砂
子
沢
川
東
岸
の
一
里
塚
跡

④
 

年
（
一
七
九
八
）

の
「
百
萬
遍
供
義
塔
]
が
あ
る
。

文
参
照
） 曲

屈
千
葉
家

住
宅
の
血
柏
―
ニ
ニ
坪
、
畜
舎
部
分
四
一
坪
あ
る
四
家
荘
な
仙
家
で
、

か
つ
て
作
男
十
五

人
、
馬
二
十
頭
い
た
と
い
わ
れ
る
。
東
崩
大
学
選
定
日
本
十
大
民
家
の
一
っ
で
あ
る
。
（
本

真
宗
大
谷
派
、
岩
沌
山
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）

の
開
基
、
現
在
の
本
堂
は
弘
化
四

年
(
-
八
四
七
）
に
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
く
の
八
幡
宮
の
鳥
居
近
く
に
は
寛
政
十

⑪

間

称

寺

③
 

薩
」
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

の
「
念
佛
供
捉
塔
」
な
ど
が
あ
る
。

嘉
永
五
年
(
-
八
五
二
]

（
一
八
」
ハ
五
）

の
「
金
毘
羅
大
権
現
」

の
「
南
無
阿
弥
詫
佛
」
な
ど
の
石
碑
群
が
あ
る
。

「
和
讃
念
佛
供
近
」
、

元
沿
二
年

⑩
大
久
保
附
近
の
旧
迅
と
石
碑
群

②
 
施
沢
の
石
碑
群

の
古
碑
が
い
く
つ
か
あ
る
。

路
程
記
、
道
中
図
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

享
保
五
年
（
一
七
二

0
)

の
「
青
面
金
剛
塔
」
が
最
も
古
い
の
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代

の
梵
字
の
碑
を
は
じ
め
、
享
保
二
十
年
の
「
阿
弥
陀
仏
大
菩
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残
を
図
111

め
て
い
る
。

現
在
そ
の

一
部
に
，
閏
祁
神
社
か
建
て
ら
れ
、

巾
部
帥
行
な
ど
を
記
っ

遠
野
旧
町
内
の
東
は
ず
れ
の
丘
陵
に
日
枝
神
社
と
欠
ノ
上
仙
荷
神
社
が
あ
る
。

し
て
、

明
治
糾
新
ま
て
い
た
。

明
冶
―

-if廃
城
と
な
っ
た
が
、

建
物
は
な
い
が
山
城
の
名

⑮
日
枝
神
社
と
欠
ノ
上
屈
荷
神
社

寛
永
四
年
(
-
六
二
七
）

八
戸
よ
り
ぃ
田
部
直
榮
こ
の
地
に
移
封
さ
れ
て
、

⑳
宇
加
神
社
と
一
甲
塚
碑

＠
鍋
倉
城
跡
と
巾
部
神
社
・
市
立
漕
物
餡

陀
羅
は
遠
野
市
指
定
文
化
財
ー
。

御
神
体
は
銅
製
聖
観
音
で
、
江
戸
時
代
は
打
黒
党
と
云
わ
れ
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
出

羽
神
社
と
改
め
た
。
社
の
後
に
羽
黒
石
と
称
す
る
い
岩
か
あ
る
。

Ill
迅
か
ら
参
追
に
人
る

寛
治
年
間
の
創
建
と
云
わ
れ
、
遠
野
市
の
人
口
の
丘
陵
卜
に
あ
り
、
本
殿
、
打
殿
な
と

幣
備
し
た
神
社
で
あ
る
。
参
道
人
口
に
多
く
の
石
御
群
が
あ
る
。
近
く
に
線
刻
し
た
ん
五

下
組
町
舛
形

舛
形
当
時
の
土
星
が
一
部
残
仔
し
て
い
る
が
、
直
路
改
修
で
大
半
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

伊
勢
両
宮
神
社
と
木
ノ
下
の
舟
渡
し
跡

剖
建
は
阿
曽
沼
氏
人
部
の
時
と
も
建
式
年
間
南
部
帥
行
と
も
広
わ
れ
て
い
る
が
、
も
と

で
あ
る
。
こ
の
燒
内
に
松
尼
社
あ
り
そ
の
近
く
に
、
辿
野
よ
り
対
作
の
新
里
に
渡
る
舟
渡

し
の
跡
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
愛
宕
橋
の
架
橋
が
党
文
六
年
（
一
六
六
六
）

時
代
の
も
の
で
あ
る
。
境
内
に
は
樹
令
数
百

11
の
杉
の
木
が
あ
る
。

で
あ

鍋
倉
山
の
西
腹
に
あ
り
、
こ
の
地
方
最
古
の
糾
建
の
社
と
云
わ
れ
て
い
る
。
阿
曽
沼
氏

中
批
の
領
主
阿
曽
泊
氏
は
、
も
と
松
崎
の
横
川
城
に
い
た
が
、
天
正
年
間
広
郷
の
時
、

こ
こ
に
居
城
す
る
こ
と
に
な
り
、
城
ド
町
を
形
成
し
た
。
慶
に
年
間
阿
曽
叶
氏
滅
亡
後
‘

こ
こ
を
屈
城
と

て
い
る
。
こ
の
鍋
介
城
跡
周
辺
は
遠
野
市
の
政
治
・
文
化
の
中
心
で
、
合
同
庁
舎
・
裁
判

所
・
由
民
セ
ン
タ
ー
、
凶
内
餡
、
閲
物
館
な
と
が
あ
る
。

鍋
介
城
C
ッ
叫
椋

大
忙
釘
迅
の
松
闊
よ
り
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
碑
の
表
に
は
次
の
如
く
刻
ま
れ
て
お

（
氏
名
略
）

遠
野
市
門
の
神
社
・
佛
寺

遠
野
は
中
世
阿
曽
沼
時
代
か
ら
の
城
下
町
で
、
江
戸
時
代
ま
で
引
続
が
れ
た
の
で
、

旧

町
内
に
由
糾
あ
る
神
社
・
佛
寺
が
あ
る
が
、
精
細
は
略
し
寺
院
の
名
称
を
列
出
す
る
。
貫

福
山
対
泉
院
（
四
洞
宋
）
、
金
円
山
常
福
守
（
時
宗
）
、
宝
林
山
柳
土
寺
（
聘
詞
宗
）
、

福
緊
山
大
慈
寺
（
血

1
1訓
宗
）
—
梵
鐘
は
宝
、
水
七
年
（
一
七
一
0
)
小
泉
仁
左
衛
門
盾
尊

作
ー
、
鳳
徳
山
瑞
応
院
（
臨
済
宗
）
ー
本
堂
は
遠
野
市
の
指
定
文
化
財
ー
、
金
光
山
停
明

寺
（
浄
土
宗
）

I

境
内
に
あ
る
五
輪
塔
は
室
町
時
代
の
も
の
で
、
遠
野
市
の
指
定
文
化

財
ー
、
白
泉
山
万
佃
寺
（
具
言
宗
人
谷
派
）

I
燒
内
の
久
子
翠
峰
の
統
は
遠
野
市
指
定
文

化
財
ー
、
北
身
延
波
木
井
山
押
恩
寺
（
日
蓮
宗
）

1

日
蓮
上
人
御
真
冷
と
伝
え
ら
れ
る
曼

宇
迦
御
魂
を
祀
る
神
礼
で
あ
る
が
、
燒
内
に
昭
和
三
十
」
ハ
印
建
立
の
「
旧
貼
一
里
塚
」

の
佃
が
あ
る
。
こ
の
地
方
の
起
点
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
，
具
疑
は
明
か
で
な
い
。

⑳

多

質

神

社

る
か
ら
、

そ
れ
ま
で
こ
の
舟
渡
し
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。

は
、
土
渕
の
石
田
に
あ
っ
た
が
、

現
在
の
場
所
に
忍
っ
た
の
は

l
徳
元
年
(
-
七
―
一
）

⑲ 

◎ 

こ。f
 

左
ハ
は
や
津
杓

文
久
三
矢
亥
九
月

〗
1
1瀬
釣
徒
識

⑲ 

所
川
其
力
也
仄

紐
限
が
あ
る
。

lri
荷
州
晟
之
11
宍
＇
寸
川
謀
成

111
川
謂
伯
知

'' ’’ ’’ '' ， 
'' 
＇ ＇ ＇ , : 
'' '' '' 

子
庁
峠
％
囚
之
政
以
lL
ハ
釆
別
済
人
於
俣

イi
ノ‘

ぉ
ふ
つ
津

⑰

新

滝

の

愛

宕

神

社

り
、
裏
に
は
叫
沿
ー
―
―
卜
年
九
月
そ
の
移
転
の
刑
山
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
に
古
碑
群
が
あ
る
。

＠ 

⑯

出

羽

神

社
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I. 盛岡市遠野街道の入口（舵屋町）

3. 盛岡市間引地蔵

、 一
5. 盛岡市 稟川茶晨附近（北より）

2 . 盛岡市大慈清水

り
霞

4 • 盛岡市

6. 盛岡市柳並木（廟より）

~ 

．． ’̀ 

” 7. 盛岡市蝶が森 8. 盛岡市 門のシダレカッラ

18 



9. 都醗村三本柳の渡し（村営当時のもの）

~ 星年＝
11: 都南村 大泉院（左側が観音堂）

13. 111高 村 黒川の石突

10. 都南村法領神社
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9
0
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ぃ
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モ
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•• 

t

i
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L

 

て

J

.“

•••. 
ぞ
，
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., 

12. 都高村館林神社

14. 都蔑村 餓死供養碑

レ

15. 綿甫村如法寺

, .. 
16. 都南村 乙部の家並

19 



17. 紫波町江庫寺

19. 紫波町樽田の一里塚跡

21. 紫波町 館山附近の旧道

ャ； a 
.111·..1•! -,..,~. 

23. 紫波町 館山の旧道より再び県道に出る附近

唇
. ••. . ~- . 

，員 ・・丸~- で→
'. --~ 心如'~i-""'" ;*' 

9、
11, . ・ ・ ・,  . 
-・-. ,. . .,..,..r. 

！心＼，＇

＇ 
ー

' ."鼻念・_-: ー、

t 

,Jピ
18. 紫波町八坂神社

一

20. 紫波町柳田の一里塚よりの18道
（真直に林の方に進む道）

22. 紫波町館の道襴

皿

+ 

24, 紫波町 正音寺（四本の木の立つところ）

ー
~':"':.: 雰~こ. ・-・---' 
,-.,., .. 
”やt泡・
,I~ 

~-"がこ町．｀ゞ．：

20 



lirl 一
[ii! 

、冒
ロ；

25. 紫波町 木戸脇の一里塚

昏
II 

27. 紫波町佐比内代官所跡

． •r· • 

29. 紫波町岩屋観音

~-

31. 紫波町佐比内高札場跡

21 

麟 it '',. • ・ヽ ＇

26. 紫波町鴫目田の一里塚

28. 紫波町 鳳仙寺

攀

30. 紫波町 片山の洞穴住居跡

32. 紫波町佐比内検断所跡



33. 大迫IJ 岩の目の一里塚跡

35. 大迫町 木戸ケ沢羹民の碑

37. 大迫町 山岳博物館

34. 大迫町 岩の目の山越えの1日ii
（大迫債）よりの登り口）

ヽ

ヽ•-]
．令冷
企，＇

36. 大迫町 宿晨をしていた家

38. 大迫町妙琳寺

39. 大迫町 大迫代官所跡（農協の璽物） 40. 大迫町到岸寺

22 



--・・- 巳—''"-'●-1 

ニこ：

41. 大迫町大迫館踪 42. 大迫町 中居館跡

-靖 ~ 

＂ 43. 大迫町愛宕神社 心．大迫町―旧道ぁと （水路のところ］

"'-'I 
..a 

ヽ
9

.

 

，
 
、

L

-----・・ ヨ

、ヽ 馳霞=
45. 天迫町 下中居の一里塚のあった附近の1B道 46, 大迫町 下中居の茶塵のあったところ
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団
璽'

ii. 大迫町茶屋の道標 五天迫町―輝訪神社の石碑群（右はしが道襴）
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49. 大迫町 陽明寺墓地の道標(I)
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50. 大迫町 陽明寺墓地の道標2)

51. 大迫町 巡検伎道（土沢町への道）

T' 
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53. 宮守村 現県道の傍に1日道が残っている

55. 宮守村 県道より 1日道への入口

52. 大迫町 上落合の一里塚跡（小雇―の附近）

54. 宮守村違讐部の家並

56. 宮守村 八幡宮への旧道
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57. 宮守村 愛宕神社入口の石碑群
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59. 宮守村 塚の根の一里塚
（東より・蕎塚を撮る）

置

雫

61. 宮守村礫峠頂上のオの神

i:,, 

:.-.:, 

63. 宮守村 火石沢部落への1日道（左に入る道）

58. 宮守村一塚の根のー里塚に向う 1日道

（真iiぐ舗装してない道）

60. 宮守村礫峠に向う 1日道
（廃道とな っている）

62. 宮守村礫峠への1日道

Pー一＿

64. 宮守村塚沢神社（お地蔵さん）
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“ 

--・ ~ 
65. 宮守村呼ばれ石

67. 宮守村 戸草に向 う1B道 （左側の草の生えている道）

69. 宮守村 月見観音

71. 宮守村現在の小峠附近の道

66. 宮守村 上宮守の道標のあるところ

（右に入るのが1日道）

68. 宮守村 大橋への1日道

＼ 

70. 宮守村 大上附近の旧道

72. 遠野市 小峠の一里塚跡（田のと ころ）

26 



73. 遠野市 溝沢の旧道と石碑肛 74. 遠野市 段織の干葉寡（曲量）

75. 遁野市 干薫寡附近の旧道 76. 還野市 田屋の大杉

77. 遠野市 綬織のオオパシ 78. 還野市続石

79. 遠野市 観石附近の旧道と道路わきの石碑群 80. 遠野市 旧道が現県道と一鰈になる附近

27 



81. 遠野市光明寺

83. 遠野市 大久保附近の旧道

-・.,,.._. 
85. 遠野市 大久保を通って県道に出る附近の1日道

呵

87. 遠野市 砂子沢川東岸の一里塚跡附近の旧道の

あったところ

｀
 

~ 

,.., 

騒

82. 還野市 綬織の愛宕神社前石碑群と 1日道

84. 遠野市 大久保の旧道傍の石碑群

嶋 -

ヽ

86. 還野市 上大久保、閏称寺前の1日道が県道
に出る附近

置．．

ロ

’ 
量
..... 

•... ・-~噴疇土二
~~ 恙ゃ二~- I 

●'.  , d~~~-1 
, I 、、

.~ 贔

I 
一88. 遠野市石上神社入口
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j,.,, .. ~-·. . ~ 事•
＂ 

Af｀` :.. 
89. 遠野市 根岸の追分 90. 遠野市 根岸の追分にあった道標

l.!l! 

ヽ
＇ .... ~~ キ

嗣

一91. 遠野市 出羽神社 92. 遠野市稟風より愛宕橋に向う 1日道

93. 遠野市愛宕神社 94. 遠野市 下組町の舛形跡

i:,,-r 

薗- ~, . 

~ 呵
~ 

96. 遠野市対泉院
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• I 

占漫望
97. 遠野 市常ti寺 98. 遠野市柳立寺

• 

99. 遠野市大慈寺 100. 遠野市瑞応寺

薗

．` n 
后 i・m？ 

~ 冒
配

IOI. 遠野市蕃明寺 102. 遠野市知恩寺

30 
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103. 遠野市 明治時代の遠野市六日町 （遠野市立博物館提供）

104. 現在の六日町

• 

105. 昭和25年頃の桝形附近 （遠野市立博物館提供）
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る。

川
尻
を
通
っ
て
大
劇
に
行
く
と
、

一
用
塚
が
あ
っ
た
が
、

今
は
な
い
⑫
。

.
i
J
t
 

大
浙
仰
．

‘̀、、

う
iJ

j
 

ーー

ピ
J

杉
こ
＇

士
プ
ー
／

i
ー

赤
坂
附
近
で
は
間
充
道
路
か
旧
迅
と
屯
っ
て
い
て
、

人
家
も
一
軒
あ

あ
り
、
そ
の
中
に
―
つ
の
近
椋
が
あ
る
⑪
゜

「
右
お
ふ
っ
ち
迅
、
左
お
ふ
く
に
道
」

と
あ

上
台
か
ら
赤
以
ー
砂
場
を
経
て

国
直
は
野
崎
ー
火
石
で
北
の
川
井
村
の
小
田
へ
向
う
が
、

旧
道
は
火
石
て
分
れ
て
東
へ

界
木
峠
に
向
っ
て
い
る
。
も
と
小
国
へ
の
分
れ
は
和
野
に
あ
り
、
旧
近
の
分
れ
に
石
仰
群
が

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

本
布
す
ぎ
て
、
小
烏
瀬
川
沿
い
に
道
が
均
曲
し
て
い
る
が
、

ア
イ
オ
ン
、

カ

ザ

リ

ン

台

風
で
、
川
追
が
旧
道
部
分
を
大
ぎ
く
け
ず
り
と
っ
た
の
て
、
現
在
は
旧
道
よ
り
東
側
を
通

名
の
通
り
、
三
軒
の
家
が
あ
っ
た
。
現
在
も
二
軒
残
っ
て
い
て
人
の
通
行
も
あ
り
、

三
軒
茶
屋
か
ら
初
神
⑤
に
出
、

旧
道

そ
こ
か
ら
切
石
峠
を
越
え
て
上
台
に
出
る
。
こ
の
道
は

殆
ん
と
利
川
す
る
人
も
な
い
の
て
地
図
上
に
椋
ぷ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
政
と
な
っ
て
旧
道

の
あ
と
が
残
っ
て
い
る
。
途
中
に
古
舛
な
と
も
あ
る
り
。

物
、
大
忙
か
ら
の
塩
そ
の
外
洵
光
物
の
光
買
交
換
が
行
な
わ
れ
た
屯
災
な
地
点
で
、

そ
の

こ
ろ
ど
こ
ろ
古
仰
群
が
比
較
的
多
く
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
~
池
案
へ
の
参
廿
名
も
多
か

っ
た
の
か
、
早
池
峯
へ
の
分
れ
逍
か
多
く
、
そ
こ
に
は
泊
椋
が
立
っ
て
い
る
◎
⑳
⑳
。

田
貝
に
は
一
用
塚
が
あ
っ
た
が
＠
、

今
は
そ
の
痕
跡
も
な
い
。

社
り
、
が
あ
る
。

和
山
の
三
軒
茶
尻
①
は
、

大
的
街
迅
の
中
継
地
で
、

辿
野
か
ら
の
農
此

似

韮
聞
場
か
ら
の
旧
近
は
、

現
在
も
残
っ
て
い
る
。

ひ
ら
く
す
に
は
街
道
沿
い
に
愛
宕
神

ゆ
く
」

（
『
昭
和
五
十
三
年
良
釜
石
巾
指
定
文
化
財
~
任
報
告
内
』によ
る
）

舛
形
を
出
て
、
真
直
ぐ
北
へ
、

っ
ち
道
」
と
あ
る
⑯
。
現
在
戸
沢
自
エ
崩
に
移
転
し
て
あ
る
。

に
、
延
享
甲
子
天
（
一
七
四
四
）

の
道
標
が
あ
っ
た
。

「
右
ハ
か
ま
い
し
道
左
ハ
を
ふ

る。

れ
る
際
、
道
筋
が
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
精
細
を
述
べ
る
。

な
か
っ
た
こ
と
は
、
文
政
十
年
(
-
八
二
七
）

の
児
島
大
梅
の

旧
直
は
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
、
人
が

誰
れ
も
通
ら
な
い
た
め
道
の
姿
を
な
く
し
て
薮
と
な
っ
て
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
次
に

大
槌
ま
た
は
釜
石
へ
の
出
口
の
上
組
町
と
舛
形
附
近
は
国
道
と
し
て
道
巾
も
拡
張
し
た

上
、
過
去
に
軽
便
鉄
道
の
敷
設
な
ど
で
大
部
変
っ
て
い
る
。

た
だ
舛
形
を
出
た
と
こ
ろ

上
口
十
瀬
栢
を
渡
っ
て
、
祈
張
ー
八
幡
ー
五
日
市
と
進
む

街
道
は
、
良
く
舗
払
さ
れ
た
囚
道
と
な
り
作
の
血
影
は
な
い
。

し
か
し

lkl
直
の
傍
に
、
と

が
、
旧
姐
は
赤
柴
川
の
上
流
の
沢
沿
い
を
通
っ
て
い
た
。
現
在
旧
旋
閏
場
ま
で
は
道
を
見

分
け
る
の
が
困
難
な
状
態
て
あ
る
。
江
戸
時
代
で
も
こ
の
附
近
は
満
足
な
道
に
な
っ
て
い

雨
の
時
に
こ
の
峠
を
こ
え
た
状
況
を
次
の
如
く
古
い
て
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ

「
茫
々
た
る
箪
原
、
幾
筋
と
も
な
く
水
押
す
跡
の
く
ひ
こ
み
た
る
赤
砂
を
踏
み
つ
け
つ

つ
ゆ
く
。

五
人
の
詞
行
或
は
別
れ
或
は
行
逢
、

↑
る
。

こr
 

々行
く
も
の
あ
あ
と
喚
へ
は
、
あ
な
た
行
く
も
の
お
お
と
答
え
、

『
和
山
峠
の
記
』
に
、
大

お
も
ひ
お
も
ひ
に
足
の
向
た
ら
む
筋
を
別

い
つ
こ
に
落
合
ふ
と
も
さ
た
か
な
ら
ざ
る
路
の
お
ほ
つ
か
な
さ
に
、
こ
な
．
た

か
た
み
に
性
を
た
の
み
に

る
の
で
い
11

の
血
影
は
な
い
が
、

山
中
に
入
っ
た
と
こ
ろ
は
目
動
巾
の
通
れ
る
追
に
改
修
さ

界
木
峠
①
を
越
え
る
街
迅
は
、
現
在
和
山
牧
野
開
発
泊
路
と
し
て
も
改
修
さ
れ
て
い
る

の
大
槌
街
追
江
一
般
道
路
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
動
巾
が
通
れ
る
よ
う
に
改
修
さ
れ
て
い

•411J 
。
各
イ
叶

0
号
線
と
な
っ
て
改
修
舗
れ
さ
れ
て
い
て
、
几
日
の
血
影
は
全
く
な
い
。

ー

．

ー

＼

）

l
-
）受

l
k
f
J
L
と
ー
ー
オ

t
,（

っ
て
新
た
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
叶
。

。
遠
野

di

遠
野
か
ら
大
槌
へ
の
街
迅
は
、

第
三
節

大

槌

街

道

．．． 

、

b
 

且
｛

野
崎
ま
で
は
遠
野
ー
川
月
村
へ
の
国
追
三
四

の
道
は
一
般
に
利
J
l
j
さ
れ
て
い
な
い
が
、

911
動
巾
の
通
れ
る
姐
に
川
沿
の
山
の
斜
面
を
削

近
か
ら
、
次
第
に
山
の
手
に
か
か
る
の
て
、
そ
の
附
近
か
ら
、
新
し
い
泊
路
が
作
ら
れ

ぼ
残
っ
て
い
た
が
、
飯
近
の
ダ
ム
工
市
な
と
で
大
部
破
壊
さ
れ
た
。
現
介
の
界
木
峠
越

て
、
旧
道
が
残
っ
て
い
る
。

殊
に
、

旅
籠
跡
＠
か
ら
界
木
峠
に
向
う
旧
迫
は
川
沿
い
に
は
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わ
ら
ひ
つ
な
に
古
婢
群
が
あ
る
④
。

下
塚
に
は
一
里
塚
が
あ
り
⑤
、

大
忙
化
迅
は
浜
缶
追
と
一
紹
に
な
っ
て
大
槌
代
庁
所
＂
間
を
通
っ
て
い
た
⑦
。

む
こ
の
糾
迅
は
叫
庁
と
内
悦
を
糾
ふ
大
動
脈
で
あ
↓
ー
た
か
、
笛
吹
外
越
の
目
動
巾
迅
の
間
，
叫
に
よ

っ
て
、
人
馬
し
か
叫
ら
な
い
こ
の
街
迅
の
利
川
度
は
”
尋
激
に
只
え
た
。
こ
れ
に
対
し
附
和
じ
仔
地

元
の
ヒ
渕
村
村
長
、
文
低
付
長
な
ど
か
こ
の
道
路
の
改
修
を
考
え
て
以
米
、
昭
和
十
六
午
か
ら
本

格
的
謁
介
に
店
手
し
た
か
、
戦
争
な
と
で
一
叶
中
断
し
、
戦
後
い
い
手
111小
林
業
諜
、
十
木
諜
の
援
助

を
受
げ
て
附
和
一
＾
卜
八
年
に
そ
の
改
修
じ
ド
を
冗
成
し
た
。
そ
の
エ
念
俯
か
堺
木
111
の
出
上
直
い

し
て
こ
の
附
心
の
古
佃
は
小
鱈
栢
附
近
に
集
め
ら
れ
て
い
る
C
b
o

鉾
川
の
呪
乃
卜
に
逍
じ
て
い
る
か
、

旧
近
の
ッ
叫
筋
と
＂
ん

r迎
っ
て
い
る
と
息
わ
れ
る
。
そ

し
て
い
る
。

灰
iJ
迅
に
由
ー
る

f
"間
の
桜
木
町
附
近
は
住
屯
地
と
し
て
心
成
さ
れ
迅
路
は
小

北
側
の
一
比
が
銭
仔

氏
神
椅
引
9パ
輻
宮
の
分
↑
血
を
移
祭
し
て
保
設
を
加
え
、

神
山
の
位
訊
灼
は
芯
野
市
指
定
文

阿
曽
叶
時
代
に
勧
叫
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

ぃ
田
国
直
宋
か
移
封
さ
れ
た
際
、

⑲ 

泊
野
八
闘
宜

池
字
の
止
且
所
で
あ
っ
た
。

文
冶
五
り
阿
曽
贔
氏
の
創
建
と
い
わ
れ
る
。

1
卜
池
字
山
妙
呆
が
糾

1
亨
11

の
木
社
て
、
早

⑮
加
＂
戊
神
礼

(2) 

J

よ

t
オ

ら
入

、
i
~IJ 

戸一1
ノ

華

山

道
は
川
の
南
側
（
現
什
の
追
路
の
対
岸
）
を
通
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
昔
の
道
の
か
た

わ
ら
に
、

石
の
地
蔵
咋
像
や
、
古
碑
な
ど
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
が
③
‘

ど
こ

そ
こ
か
ら
の
旧
迅
は
、
現
在
改
修
舗
装
さ
れ
た
一
本
追
が
小
付
川
沿
に
通
じ
て
い
る
。

右
ハ
お
は
っ
ち

で
再
び
、

現
什
の
道
に
戻
っ
た
か
、

明
ら
か
で
な
い
。

左
ハ
は
や
ち
ね

(1) 

（表）

庚

申

塔

（裏）

未
六
月
十
一
―

4

日

弘
化
四
年

り
、
そ
の
な
か
に
道
標
が
一
拮
あ
る
②
。

札
場
か
ら
東
へ
進
ん
で
、

「
中
渡
」
附
近
で
旧

ー... . . 一」

や
し
き
」

と
称
し
て
い
る

cuo
史
に
東
に
進
み
、

札
場
の
飴
並
へ
の
分
れ
に
古
仰
訓
か
あ

中
に
二
つ
の
珀
杓
が
あ
っ
た
。

鋪
凡
さ
れ
た

Iii
瓜
り
柿
J
川

11
に
一
甲
踪
か
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る
仄
，
ぷ
は
い
り
を
「
踪

も
と
十
数
側
の
古
付
が
あ
っ
た
が
、

J

か
ら
人
間
に
出
向
う

111
心
は
改
作
舗
久
し
た
立
派
な
迅
路
と
な
っ
て
い
る
。

⑰
妍
張
の
石
碑
訂
跡

柿
戸
坂
を
越
え
て
、

柿
戸
川
沿
に
間
辿
し
て
い
る
祈
山
牧
場
へ
の
道
路
に
出
る
か
、
こ

↑
生
）

1

白

n-I

。
人

hIll

゜

、)

0

る
り

刑
に
粕
し
い
人
て
な
い
と
辿
る
こ
と
は
困
難
て
あ
る
。

途
中
よ
う
く
ら
に
は
古
付
が
あ

舛
形
に
つ
い
て
は
本
文
参
閏
、
道
標

る
。
そ
れ
か
ら
少
し
行
っ
た
ん
手
に
児
島
大
桐
の
句
仰
が
あ
る
N
C

坂
に
向
う
が
、
仝
＜
逍
る
人
も
な
い
の
て
、

旧
辺
の
跡
は
八
っ
て
い
る
が
、

土
地
の
地

⑳ 

そ
れ
か
ら
迅
は
柾
戸

明
治
的
代
ま
て
茶
州
か
口
肌
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

左
手
に
い
jIi一
の
跡
や
十
101

か
残
っ
て
い

砂
場
か
ら
方
形
に
行
く
か
、

ILi
ッ
叫
あ
と
は
あ
る
が
今
は
逍
る
人
も
い
な
い
。

る
。
砂
叫
に
は
心
叫
の
［
神
礼
か
あ
る
、
。

乃
形
に
は

上
組
町
舛
形
跡
と
道
標

八
，
遠
野
市
＞

竹
各
こ
立
[
-
)
、
る
。

、し且
i
-
_

』
し

（
裏
）

七
月
古
杯
日

.illf
天

延
亨

第
四
節
大
槌
街
道
沿
い
の
文
化
財
•
そ
の
他

八
戸
で
の

現
孔
辿
野
郷
八
幡
貨
燒
内
に
移
さ
れ
て
い
る
。
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天
台
ぶ
て
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

宇
町
防
代
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あ
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。
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仁
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あ
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あ
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あ
る
。
中
世
の
十
雰
虻
敷
と
考
え
ら
れ
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泊
野
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追
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追
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い
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追
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越
え
の
釜
石

国
道
二
八
三
号
線
は
旧
釜
石
街
道
に
沿
っ
て
、
改
修
舗
裟
さ
れ
て
い
る
の
て
、

面
目
を
一
新
し
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
旧
道
の
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
殊

に
仙
人
峠
越
の
道
は
軽
便
鉄
追
の
間
通
し
て
い
た
頃
大
巾
に
改
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

旧
道
は
上
組
町
か
ら
舛
形
を
出
て
、
直
ぐ
右
に
曲
っ
て
、
東
に
向
っ
て
い
る
が
、
現
在

の
田
道
は
南
に
寄
っ
て
、
道
中
図
に
「
ソ
ウ
ゼ
ン
」
と
甚
い
て
あ
る
駒
形
神
社
の
直
ぐ
前

を
通
っ
て
い
る
。
駒
形
神
社
に
石
碑
群
が
あ
る
。
泊
路
の
改
修
舗
装
の
際
、
道
路
傍
の
石

碑
は
一
か
所
に
集
め
ら
れ
た
も
の
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
石
碑
群
と
し
て
あ
る
＠
＠
。
次

に
前
川
原
の
十
字
路
の
と
こ
ろ
に
石
碑
群
が
あ
る
。
そ
の
附
近
で
国
道
が
巾
広
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
併
行
し
て
あ
っ
た
旧
道
の
一
部
と
と
り
こ
ん
で
舗
装
し
た
た
め
で

関
田
の
一
里
塚
の
手
前
に
、

旧
道
は
国
道
の
北
側
に
残
っ
て
い
て
、
現
在
国
道
か
ら
一

0
0
m
ほ
ど
離
れ
て
南
側
に
あ
る
菊
池
氏
の
宅
地
の
と
こ
ろ
に
、
茶
屋
あ
り
、
屋
号
を
茶

屈
と
云
っ
て
い
る
。
宅
地
の
出
側
の
氾
は
旧
追
の
名
残
り
で
あ
る
。
関
田
の
一
里
塚
は
日

道
と
国
鉄
線
路
の
間
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
破
壊
さ
れ
て
な
い
。
旧
道
は
こ
の
一
里
塚
の

と
こ
ろ
で
国
迅
を
面
へ
曲
っ
て
中
妻
ー
閃
口
を
通
っ
て
、
赤
川
で
再
び
、

で
、
追
路
は
舗
装
修
理
さ
れ
て
背
し
の
面
影
は
な
い
。
関
口
に
は
古
碑
群
が
あ
る
⑮
。

赤
川
で
国
道
と
重
な
っ
て
い
る
旧
追
は
、
猫
川
を
渡
る
赤
川
橋
の
近
く
に
、
赤
川
の
一

あ
る
。
こ
の
石
碑
群
の
北
方
に
、
万
通
寺
、
喜
清
院
が
あ
る
。

が
、
現
在
も
昔
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

へ
の
近
が
一
般
に
利
用
さ
れ
て
い
た
的
。

第

五

節

釜

石

街

道

旧
釜
石
街
道
は
仙
人
峠
の
難

旧
迫
は

国
道
と
重
な

。
釜
石
市

鉄
道
時
代
「
仙
人
駅
」
が
あ
り
、
こ
こ
に
梱
店
が
あ
っ
て
、

一
休
み
し
て
峠
に
か
か
っ
た

里
塚
が
あ
っ
た
。
現
在
右
側
の
一
基
が
残
存
し
て
い
る
が
＠
、

て
い
る
。
そ
れ
か
ら
少
し
南
へ
進
む
と
左
側
に
六
角
牛
山
へ
の
旧
道
が
あ
り
、
そ
こ
に
六

神
石
神
社
の
石
且
居
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
石
碑
群
が
あ
る
。

上
郷
に
人
っ
て
左
側
の
稲
荷
神
社
の
と
こ
ろ
で
、
十
字
路
と
な
り
、
南
へ
陸
＂
則
邸
田
市

へ
の
国
追
と
の
分
岐
点
が
あ
る
。
古
碑
は
稲
荷
神
社
の
と
こ
ろ
に
隻
め
ら
れ
て
い
る
が
、

と
は
筋
か
い
向
い
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
ク
ン
ド
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

道
は
細
越
字
前
谷
地
の
伊
勢
両
宮
神
社
認
附
近
ま
で
は
舗
装
さ
れ
た
日
姐
と
重
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
か
ら
‘
-
』
田
峠
に
か
か
る
山
道
と
な
る
の
で
、
現
国
道
と
は
づ
れ
て

旧
逍
が
残
っ
て
い
る
。
旧
道
も
江
戸
時
代
の
旧
道
の
外
に
、
大
正
頃
の
近
、
明
治
時
代
の

道
と
何
度
か
改
修
の
手
が
施
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
江
戸
時
代
の
旧
道
は
樹
木
の
中
に

覆
い
か
く
さ
れ
て
、
江
田
峠
の
一
里
塚
が
漸
く
旧
道
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
る
⑱
。

で
再
び
現
国
道
と
重
な
る
。

い
る
。
田
面
木
の
一
里
塚
も
そ
の
あ
と
を
残
し
て
い
な
い
⑮
゜

番
屋

瀬
川
沿
い
に
屈
曲
し
て
走
っ
て
い
た
が
、
国
道
に
よ
っ
て
大
巾
に
改
修
さ
れ
て
し
ま
っ
て

仙
人
峠
の
麓
、
沓
掛
で
橋
を
渡
っ
て
九
十
九
折
の
山
道
に
か
か
る
が
上
り
口
に
石
碑
が

あ
り
、
更
に
少
し
登
る
と
塚
と
追
椋
が
あ
る
認
。
仙
人
峠
の
麓
に
は
洞
穴
の
中
に
早
瀬

観
音
が
祀
ら
れ
て
い
た
翌
。
沓
掛
の
仙
人
峠
の
登
り
口
は
広
場
に
な
っ
て
い
る
が
、
軽
便

も
の
で
あ
る
。
自
動
車
の
発
辻
は
軽
使
鉄
道
で
は
叶
越
が
あ
る
の
で
、
次
第
に
つ
か
わ
れ

な
く
な
り
、
笛
吹
峠
道
の
利
用
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
現
在
は
仙
人
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で
再

び
釜
石
街
道
の
利
用
を
盛
ん
に
し
た
が
、
現
在
自
動
車
は
こ
こ
に
止
ま
る
こ
と
も
な
く
す

ぎ
る
の
で
、
商
店
も
な
く
な
っ
た
。

仙
人
峠
に
つ
い
て
、
路
程
記
は
釜
石
側
の
大
橋
か
ら
で
あ
る
が
、

「
仙
人
の
九
拾
九
曲

番
圧
か
ら
足
が
瀕
ま
で
は
旧
道
と
囚
迅
は
重
な
っ
て
い
る
が
、

足
が
瀬
か
ら
旧
泊
は
早

そ
の
中
に
珀
椋
が
―
枯
あ
り
、

「
右
ハ
け
せ
ん
道
、
左
ハ
か
ま
い
し
道
」
と
あ
る
＠
゜

も

左
側
は
道
路
で
破
壊
さ
れ
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る
。
こ
の
旧
道
沿
い
の
洞
泉
神
社
入
口
に
古
碑
群
が
あ
り
⑳
、

閃
沢
に
は
八
幡
宮
が
あ

は
1
子
町
の
Jl
伽
か
に
つ
き
当
る
付
虹
ま
て
現
存
し
て
、

通
路
と
し
て
利
川
さ
れ
て
い

訓
呆
に
く
る
と
、

旧
近
は
現
い
迅
の
北
側
と
や
や
小
翡
い
山
割
を
通
っ
て
い
て
、

そ
の
追

ら
、
川
を
へ
だ
で
た
向
う
側
に
あ
っ
た
。

面
方
に
進
む
が
、

大
松
に
は
大
松
の
一
爪
塚
が
一
故
残
存
し
て
い
る
⑰
゜

れ
に
よ
る
と
、

の
狼
跡
は
な
い
。
砂
子
渡
に
く
る
と
、
江
戸
時
代
末
の
砂
子
渡
銭
座
跡
⑱
が
、

旧
道
は

る。 た
仙
人
堂
も
今
は
な
く
⑩
、
石
の
小
詞
も
解
体
し
た
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
る
⑪
゜

と
云
、
拾
六
丁
程
登
っ
て
中
仙
人
と
云
、
泊
の
か
た
ハ
し
に
石
の
御
党
布
⑫
、

た

此
所
迄
大

柄
よ
り
六
拾
三
曲
程
あ
り
、
夫
よ
り
拾
壱
丁
四
拾
間
程
登
て
仙
人
峠
、
仙
人
の
御
堂
⑩
有

此
辺
仙
台
の
叡
つ
つ
き
に
て
、
古
屈
山
也
…
…
…
中
仙
人
よ
り
此
処
迄
一
二
拾
曲
程
有
、

程
下
行
て
茶
屋
掛
場
と
云
、
少
行
て
大
久
保
と
云
、
拾
五
丁
三
拾
間
に
て
沓
掛
」

五
丁

と
あ

る
。
仙
人
峠
頂
士
は
椋

1

砂
八
八
七
m
、
沓
掛
五
五
七
m
、
大
橋
一
一
五
四
m
で
あ
る
か
ら
、

杏
掛
か
ら
三
百
―
―
-
+
m
、
大
栢
か
ら
は
六
百
―
―
-
+
―
―
-
m
と
椋
古
翌
力
が
あ
り
、
そ
こ
を
徒
歩

か
、
カ
ゴ
て
登
降
し
た
。
荷
物
の
連
般
に
牛
馬
を
利
用
し
た
が
、
そ
れ
は
大
変
な
も
の
で

あ
っ
た
と
思
う
。
昭
和
二
十
五
年
釜
石
線
の
全
通
と
、
笛
吹
峠
越
の
自
動
車
追
が
整
備
さ

れ
て
、
そ
れ
以
後
、
仙
人
峠
を
越
え
る
人
も
な
く
な
っ
た
。
従
っ
て
仙
人
峠
頂
上
に
あ
っ

だ
、
中
仙
人
の
石
の
水
槽
⑫
が
、
こ
の
峠
越
に
当
っ
て
、
水
な
い
苦
し
さ
を
物
語
っ
て
い

大
橋
に
下
り
た
麓
、
即
ち
大
橋
か
ら
の
登
り
口
の
左
手
に
石
碑
群
が
あ
る
⑬
゜

現
在
の
陸
中
大
橋
駅
前
の
広
場
に
出
る
が
、
そ
こ
か
ら
北
へ
山
手
に
進
む
と
大
橋
鉱
山

で
、
釜
石
鉄
山
第
一
一
砂
炉
の
建
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
⑭
。
街
姐
は
大
橋
駅
前
か
ら
東

旧
泊
が
そ
の
ま
ま
改
修
舗
卯
ぐ
さ
れ
た
追
路
で
和
11

し
の
面
影
は
な
い
。

南
側
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ

旧
道
は
、
現
国
道
の
南
側
住
宅
の
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ

旧
迅
は
現
在
の
ザ
幅
が
附
近
て
、
現
囚
道
を
横
切
っ
て
、
口
道
の
南
側
に
出
、

街
追
か

る
＠
。
石
碑
は
現
国
追
沿
い
に
も
集
め
ら
れ
て
立
っ
て
い
る
。
関
沢
、
大
畑
、
坪
内
入
口

の
古
碑
群
が
そ
れ
で
あ
る
＠
＠
＠
゜

旧
甲
子

ろ
に
休
育
館
と
並
ん
で
釜
石
製
鉄
所
史
料
館
＠
が
あ
る
。

道
、
左
ハ
甲
子
町
、
遠
野
へ
」
と
あ
る
。

あ
っ
た
＠
。
現
在
、
道
標
は
移
動
し
て
上
小
川
に
あ
る
。
道
標
に
は
、

「
右
ハ
小
川
山

町
を
通
っ
て
い
た
。
正
福
寺
＠
は
こ
の
旧
甲
子
町
の
家
並
の
西
端
に
あ
っ
た
が
、
何
回
か

の
火
災
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旧
甲
子
町
R
は
道
路
の
真
中

に
中
堰
が
あ
り
、
手
は
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
昔
し
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
街
道
の
家
並

の
多
い
と
こ
ろ
で
は
奥
州
道
中
で
も
一
関
、
水
沢
、
仙
北
町
な
ど
、
中
堰
が
あ
り
、
遠
野

で
も
中
堰
が
あ
っ
た
が
、
今
日
中
堰
を
残
し
て
い
る
の
は
県
内
で
は
甲
子
町
唯
一
っ
だ
け

で
あ
る
。

し
か
し
家
並
は
変
っ
て
い
る
。
甲
子
町
の
中
程
左
側
に
札
場
が
あ
っ
た
。

甲
子
町
を
出
て
、

旧
追
は
再
び
国
道
と
重
な
る
が
、
洞
が
鼻
＠
を
通
る
と
、
再
び
国
道

を
そ
れ
て
、
今
度
は
北
側
の
野
田
家
＠
の
前
を
通
る
。
洞
が
鼻
に
は
古
碑
群
や
捧
の
古
木

が
あ
っ
た
。
棒
は
本
年
伐
採
さ
れ
た
。

旧
追
は
現
国
道
と
乎
行
し
た
り
、
璽
な
っ
て
、
釜
石
市
内
に
入
っ
て
行
く
。
七
の
橋
で

小
川
川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
、
小
川
山
へ
行
く
道
と
の
分
岐
点
と
な
る
。
そ
こ
に
泊
椋
が

小
川
へ
の
道
に
折
れ
て
少
し
行
っ
て
、
ま
た
親
和
橋
で
小
川
JII
を
渡
っ
て
戻
っ
た
と
こ

旧
氾
は
釜
鉄
の
楽
山
荘
の
付
近
で
、
国
追
を
そ
れ
て
、
北
側
昭
和
ロ
ク
ラ
ン
ド
か
ら
中

妻
町
を
通
っ
て
、
鈴
子
町
大
渡
町
大
町
へ
と
出
た
。
楽
山
荘
は
大
天
山
観
音
寺
跡
＠
で
、

大
正
五
年
釜
石
製
鉄
所
が
購
入
し
た
も
の
で
、
庭
園
は
も
と
の
ま
ま
、
生
か
し
て
釜
鉄
の

迎
賓
用
の
施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
う
し
ろ
に
八
丈
神
社
が
あ
る
。
八
雲
神
社

は
建
久
年
間
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
尾
崎
神
社
と
共
に
釜
石
て
は
古
い
神
社
で
あ
る
。

＠
こ
の
街
迅
は
、
仙
人
貼
の
向
う
側
釜
石
市
の
大
橋
か
ら
釜
石
の
鈴
f
ま
て
、
大
低
鉄
山
の
鉱
石

を
述
搬
す
る
た
め
明
治
十
f

＾
年
よ
り
欽
迅
の
連
転
か
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
見
合
う
た
め
、
花

巻
よ
り
辿
野
市
仙
人
叫
の
麓
ま
で
軒
使
鉄
道
が
大
孔
四
年
に
完
成
し
て
連
転
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
仙
人
糾
に
ト
ン
ネ
ル
を
訓
追
さ
せ
る
こ
と
は
当
時
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
人
は
仙

人
峠
を
歩
い
て
越
し
、
荷
物
は
鉄
索
を
敷
設
し
て
運
搬
し
た
が
、
仙
人
峠
を
越
る
道
は
大
変
で
あ

っ
た
の
で
、
笛
吹
峠
越
の
自
動
車
道
路
の
開
通
は
人
の
動
き
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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る。 の
傍
に
古
碑
が
化
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
元
文
―
―
一
年
（
一
七
三
八
）

⑲
稲
荷
神
社
伯
石
碑
群
と
泊
椋

の
道
標
が
あ

m
で
、
径
約
八
m
で
あ
る
。
そ
の
わ
き
明
治
時
代
の
道
標
が
あ
る
。

仙
人
峠
を
登
っ
た
四
ー
五

0
m
の
と
こ
ろ
に
一
里
塚
が
一
基
残
っ
て
い
る
。
高
さ
約
ニ

⑲
片
岩
の
一
用
塚
と
石
碑

釜
石
街
泊
と
氣
仙
追
へ
の
国
道
の
交
叉
す
る
十
字
路
の
西
北
に
稲
荷
神
社
が
あ
り
、
そ

仙
人
峠
の
麓
、
早
瀬
川
に
臨
ん
で
、
自
然
の
石
灰
岩
洞
穴
が
あ
り
、
洞
穴
内
に
観
音
を

安
置
し
て
祀
っ
て
あ
っ
た
。

盆
早
瀬
観
音
（
沓
掛
観
行
）

時
代
の
棟
札
や
絵
馬
が
あ
る
。

を
「
塚
の
畑
」
と
い
っ
て
い
る
。

⑲
赤
川
の
一
甲
塚
と
駒
形
神
社

⑮ 

板
沢
館
も
天
正
年
間
板
沢
氏
が
築
い
た
と
い
わ
れ
る
。

阿
曽
沼
時
代
に
勧
請
、
も
と
祭
神
は
薬
師
如
来
と
云
わ
れ
る
。

曹
源
寺
は
滴
水
山
曹
源
寺
で
曹
洞
宗
、
天
正
二
年
(
-
五
七
四
）
開
山
と
云
わ
れ
る
。

赤
川
の
一
里
塚
の
西
南
方
に
少
し
は
な
れ
て
駒
形
神
社
が
あ
る
。
駒
形
神
社
に
は
江
戸

田
面
木
の
一
里
塚

大
正
十
一
年
の
調
査
の
際
に
は
二
基
残
し
た
が
、
道
路
や
畑
で
破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
畑

⑮

日

出

神

社

⑮ 
幕
末
の
も
の
が
多
い
。

⑭ 

＠ 場
跡
、
井
戸
跡
な
と
残
っ
て
い
る
。

5

、
こ
川
叫
の
一
用
塚
と
石
碑
群

⑯

臼

館

跡

あ
り
。

号
の
あ
る
も
の
で
は
文
化
四
年
(
-
八

0
七）

の
「
念
佛
仇
Y
懇
玲
」
が
古
い
。

前
川
原
の
古
碑
群

亨
保
十
六
年
の
「
庚
申
青
面
金
剛
昨
」
の
碑
を
は
じ
め
と
し
て
十
数
枯
の
碑
が
二
か
所

に
ま
と
め
ら
れ
て
あ
る
。

閃
川
栢
た
も
と
に
も
と
旧
道
沿
に
あ
っ
た
石
碑
を
一
か
所
に
に
化
め
ら
れ
て
い
る
。
年

阿
rfIII
り
111
氏
の
家
臣
菊
池
成
屎
の
屈
館
と
い
わ
れ
て
い
る
。
山
城
て
、
頂
上
は
乎
坦
で
的

関
口
の
古
碑
群

曹
源
寺
と
板
沢
館
跡

ほ
ど
の
杉
の
大
木
が
あ
る
。

元
文
三
戊
午
年

深
沢
山
慶
雲
寺
。
曹
洞
宗
、
天
正
年
間
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。
境
内
に
樹
令
四
百
年

参
近
入
い
に
明
和
几
年
（
一
七
六
四
）
、
天
叫
八
年
(
-
七
八
八
）

約
一
三

m
は
な
れ
て
一
一
品
が
並
ん
で
山
林
の
中
に
あ
る
。
径
約
一

0
m
で
、
高
さ
ニ
ー

―
―
-
m
あ
る
。
こ
の
近
く
に
、
寛
政
一

0
年
(
-
ヒ
九
八
)

瓜
ケ
森
館
跡

阿
曽
沼
時
代
の
館
で
、

士
塁
や
空
濠
な
ど
あ
る
。

＠
伊
勢
両
宮
神
社
と
石
碑
群

⑮
閃
田
の
一
用
極
と
閃
田
橋
た
も
と
の
石
碑
群

⑭ 

左
ハ
か
ま
い
し
道

八
遠
野
市
＞

⑪ 

南

無

阿

弥

陀

佛

第
六
節
釜
石
街
道
沿
い
の
文
化
財
•
そ
の
他

右
ハ
け
せ
ん
道

側
面

の
餓
死
者
供
義
塔

の
念
佛
供
義
塔
な
と
あ
る
。

43 



「
文
化
二
年
乙
丑
八
月
開
水
釜
石
浦
佐
野
忠
治
忠
義
」
と
刻
ま
れ
た
石
の
水
槽
が
あ

な
っ
て
洞
泉
神
社
と
改
め
た
。
街
道
か
ら
の
入
口
に
古
碑
群
が
あ
る
。

⑫
中
仙
人
の
石
の
水
槽
、
石
の
小
祝

郷
村
誌
に
日
月
堂
と
称
し
、
大
永
五
年
(
-
五
一
一
五
）

の
勧
詰
と
云
わ
れ
る
。
明
治
に

が
あ
る
。

⑳

洞

泉

神

社

が
、
現
在
前
出
の
仙
人
神
社
に
移
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
寛
政
十
年
と
文
化
五
年
の
石
碑

古
碑
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

禁
（
一
味
は
翡
四
十
六

em
で
享
保
十
五
年
の
銘
あ
り
、

一
基
は
高
さ
六
十
一
―
-cm)
あ
っ
た

門

⑲ 

年
の
宮
城
県
沖
地
震
で
解
体
し
た
。
小
詞
内
に
あ
っ
た
石
に
、

八
月
二
十
一
日

仙
人
峠
頂
上
に
は
文
化
五
年
釜
石
の
佐
野
与
市
建
立
の
小
祠
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十

「
仙
人
阪
堅
牢
擁
護

（
現
在
釜
石
市
立
図
甚
館
に
保
管
）
と
あ
る
。
ま
た
仙
人
堂
の
傍
に
は
石
佛
塔
―
―

⑱ 六
In

で
あ
る
。

⑪
仙
人
峠
頂
上
の
石
の
小
杭
と
石
碑
群

高
さ
五
五
Cm

の
像
で
あ
る
。

大
松
古
墳
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
の
絵
図
に
こ
の
場
所
に
一
里
塚
の
記

号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
南
側
の
一
基
が
一
部
欠
け
て
い
る
が
残
存
し
、
径
七
m
、
高
さ
一
・

砂
子
渡
銭
座
跡

一
渡
古
碑
群

寛
政
十
二
年
(
-
八

0
0
)
 の
「
庚
申
塔
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
六
基
の
江
戸
時
代
の

勘
七

L 

小
笠
原
迷
宮
「
岩
手
県
に
於
け
る
古
墳
分
布
の
概
況
」

（
人
類
学
雑
誌
四

0
|

光
清
山
口
遍
安
圃
仙
人
大
覚

宝

氷

六

計

天

別

当

三

光

房

⑪ 

「
至
遠
野
町

「
用
程
標
、
十
七
里
」

「
岩
手
県
」

ま
た
仙
人
峠
登
り
口
の
―
つ
め
の
曲
り
の
と
こ
ろ
に
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
「
南

無
阿
弥
陀
佛
」
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
「
大
道
閤
廣
無
易
」
の
碑
が
あ
る
。

八
釜
石
市
＞

仙
人
峠
頂
上
と
仙
人
堂

仙
人
峠
頂
上
に
は
仙
人
像
を
安
置
し
た
仙
人
堂
と
そ
の
近
く
に
峠
の
茶
屋
が
あ
っ
た

が
、
現
在
は
共
に
な
く
、
仙
人
像
だ
け
が
遠
野
市
上
郷
町
の
仙
人
神
社
に
安
置
さ
れ
て
い

る。
像
の
背
面
に

れ
た
。

ゴ

畠
山
京
介
作

⑯ 

⑩ 

⑮ ⑭ る
。
上
部
は
一
―
九
C
m
x

六
八
Cm

の
長
方
形
で
、
高
さ
四
五
・
五

cm
あ
る
。
三
百
四
十
五

大
橋
登
り
口
の
石
碑
群

大
橋
高
炉
跡
と
山
神
碑

安
政
四
年
(
-
八
五
七
）
第
一
高
炉
跡
の
あ
る
大
橋
鉄
山
で
、
大
島
高
任
、
追
太
郎
父

子
の
顕
彰
碑
も
あ
る
。

鉱
山
の
古
碑
群
と
新
山
坑
磁
石
岩
跡

鉱
山
の
鉱
石
運
搬
に
使
役
し
た
牛
馬
を
供
養
し
た
碑
と
長
さ
三
丈
、
巾
四
間
の
磁
石
岩

が
あ
っ
た
が
、
現
在
昭
和
十
九
年
五
月
落
盤
に
よ
っ
て
砕
か
れ
て
な
い
。

鋳
銭
山

文
化
十
二
年
九
月
大
槌
代
官
所
役
人
の
検
分
に
よ
っ
て
甲
子
村
の
八
十
四
人
が
検
挙
さ

大
松
の
一
里
塚

と
角
様
の
四
面
に
そ
れ
ぞ
れ
刻
ま
れ
て
い
る
。

基
で
、
牛
馬
関
係
の
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

「
馬
頭
観
世
音
」
二
基
、

「
牛
馬
諸
霊
塔
」

一
某
、

「
駒
形
神
社
」

「
上
閉
伊
郡
上
郷
町
大
字
細
越
字
片
岩
」

⑬ 問
の
樋
で
水
を
満
た
し
旅
人
に
給
水
の
便
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四
里
廿
町
‘

至
仙
人
峠
二
十
一
町
」

-
）
に

一
基
と
庚
申
塔
二
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⑲ 

閃
沢
八
幡
宮

宝
暦
十
二
年
(
-
七
六
二
）

関
沢
・
大
畑
境
の
古
碑
群

元
禄
四
年
(

-

4

ハ
九
一
）

大
畑
古
碑
群

こ
こ
に
あ
る
碑
は
釜
石
街
逍
か
ら
分
れ
て
大
畑
橋
を
渡
り
、
松
倉
峠
を
越
え
て
、
伊
逹

領
唐
丹
に
行
く
追
分
付
近
に
あ
っ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
も
の
は
三
基
で
あ
る
。

坪
内
入
口
の
古
碑
群

こ
の
付
近
の
も
の
を
道
路
改
修
の
際
集
め
ら
れ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
も
の
は
、
天

明
六
年
（
一
七
八
六
]
)

⑮

正

福

寺

甲
子
町
宿
場

の
「
庚
申
行
満
塔
―
だ
け
で
あ
る
。

釜
石
山
正
福
寺
。
曹
洞
宗
。
も
と
甲
子
町
の
西
は
ず
れ
に
あ
っ
た
が
、
―
―
一
度
も
火
災
に

あ
い
、
現
在
の
と
こ
ろ
に
な
っ
た
。
天
正
八
年
(
-
五
八

0
)
創
建
と
も
、
寛
永
九
年

む
か
し
の
街
道
の
道
路
の
中
央
に
あ
っ
た
中
堰
が
、
今
日
も
残
っ
て
、
道
路
の
中
央
を

流
れ
て
い
る
。
堰
の
巾
七

Ocm
で
、
両
側
の
道
巾
は
四

m
で
あ
る
。
札
場
は
町
並
の
中
央

北
側
の
佐
々
木
テ
ル
氏
宅
の
前
に
あ
っ
た
。
慶
長
十
六
年
（
一
六
―
一
）
町
が
出
来
た
と

伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
地
方
の
開
発
地
主
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の
多
く
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
。

柏
館
と
定
内
の
古
碑
群

⑳
向
定
内
荒
神
神
社

⑳

野

田

家

棒
の
古
本
は
国
道
拡
張
工
事
に
よ
っ
て
伐
採
さ
れ
て
今
は
な
い
。

⑰
洞
が
鼻
と
棒
の
古
木

⑯ 
（
一
六
三
―
-
）
創
建
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

れ
て
い
る
。

⑮

八

幡

館

跡

⑮
釜
石
製
鉄
所
史
料
館

⑭
観
音
寺
跡
と
八
雲
神
社
（
本
文
参
照
）

江
戸
時
代
初
期
の
創
建
で
、
多
く
の
文
化
財
を
所
蔵
し
て
い
た
が
昭
和
五
十
三
年
一
二
月

の
火
災
で
殆
ん
ど
焼
失
し
た
。

中
世
の
山
城
で
、
阿
曽
沼
家
臣
野
館
宮
内
の
居
城
と
も
、
葛
西
方
道
出
雲
と
も
伝
え
ら

⑭ 

⑫

小

川

観

音

堂

の
棟
札
が
あ
る
。
絵
馬
が
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

の
山
祗
の
碑
を
は
じ
め
江
戸
時
代
の
石
碑
が
十
二
晶
集
め
ら

も
と
は
、
釜
石
街
道
と
小
川
新
道
の
分
れ
に
あ
っ
た
。
小
川
新
道
は
釜
石
の
富
栞
鈴
屋

佐
野
与
次
右
衛
門
が
、
文
政
七
年
(
-
八
二
四
）
六
月
、
藩
の
許
可
を
得
て
開
通
し
た
も

の
で
、
遠
野
へ
は
仙
人
峠
越
え
よ
り
近
く
、

一
時
相
当
利
用
さ
れ
た
。

⑳ れ
て
い
る
。

記
念
銘
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑫ 

R

小

川

の

道

標

「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
が
最
も
古
い
。

＠ 

中
世
の
山
城
で
あ
る
。
そ
の
麓
の
定
内
に
古
碑
群
が
あ
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
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万通寺

.,. __ 
遠野市 前）II原の石碑群

遠野市 下関の石碑群

遠野市 閲田の1日道跡

遠野市 閲田の一里塚跡
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遠野市 下関の茶屋 （民家に茶屋の晨号があり、その

手前の道が旧道）

遠野市 閲田の石碑群

遠野市赤川の一里塚
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細 ． ,L ,L '  

I咄！

還野市分れkある道標

遼野市一国道わきに残る旧道

遠野市細越の伊勢両宮神社

層と

直

~-
•、·.,·

~ 

;iij市 伊勢両宮神社附近の旧道 遠野市江田峠に向う 1日道
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r;.・ --
ヒ田峠の一里塚 遠野市 ヒ臼峠ーの——里塚

遠野市 奮置のと ころへ出る旧道

遠野市-fill入峠への山道

譴一7

遠野市 田面木の一里塚跡

4
 

4
.
"
 

．
ヽ
'

~ 

、"

.. 
遠野市 仙人峠への登 りロ

屯

―—言U

J
 

遠野市 仙人峠の一里塚と道標
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釜石市 昭和17年以前の仙人堂

ヽ

仙人堂に安置してあった仙人像

層

釜石市 仙人峠の石の小詞

歪云―市 仙人峠頂上の石像群

石の小隅の棟札

口i
i

一
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・-、r, ,._,.. • 

釜石市 中仙人の石の水襴

― ~ 釜石市 大橋の登山口の石碑群

釜石市 大松の一里塚

琶

口置！！

釜石市 大橋からの仙人峠登りロ

;, 
釜石市 大橋鉱山の大島高任の記念碑

--. . :  → --~、←.... <'·、 白 ・＇ゞ• タ ...
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じ巧r

.. 
．、土噸

釜石市 洞泉神社前の石碑と旧道 釜石市 閲沢附近の旧ii

釜石市 関沢・大畑境の石碑群 釜石市正~·寺

.,ltii 

li!L...,. 

釜石市 甲子町の中堰のある旧道 釜石市柏館跡

釜石市 小川の道標 釜石市 小川観音堂
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笛
吹
峠
道
・
そ
の
他

遠
野
か
ら
釜
石
ま
た
は
大
槌
へ
行
く
道
路
と
し
て
、
前
に
述
べ
た
大
槌
街
道
と
釜
石
街

道
の
外
に
、
笛
吹
峠
越
で
釜
石
ま
た
は
大
槌
へ
行
く
道
路
と
釜
石
新
道
（
小
川
新
道
）
を

落
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
遠
野
市
分
の
現
地
調
査
が
出
来
て
い
な
い
の

で
、
釜
石
市
分
が
主
と
な
る
の
で
、
そ
の
他
と
し
て
一
括
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。

笛
吹
峠
越
の
道
路
は
、
界
木
峠
を
越
え
る
「
大
槌
街
道
が
公
用
道
路
と
し
て
、
土
地
の

人
々
か
ら
武
士
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
笛
吹
街
道
は
遠
野
と
大
槌
あ
る

い
は
釜
石
を
結
ぶ
街
道
と
し
て
、
大
槌
街
道
以
上
に
物
資
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
」

（
武
山
利
一
氏
の
記
述
）
と
あ
る
よ
う
に
、
藩
政
時
代
に
相
当
利
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

上
、
昭
和
―
―
―
十
四
年
有
料
道
路
仙
人
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
釜
石
街
道
が
通
ず
る
ま
で
遠

野
と
釜
石
ま
た
は
大
槌
と
を
結
ぶ
自
動
車
道
と
し
て
大
正
十
三
年
か
ら
開
通
し
て
、
釜
石

街
道
以
上
に
利
用
さ
れ
、
軽
便
鉄
道
さ
え
無
用
な
も
の
と
し
た
重
要
な
街
道
で
あ
る
。
従

っ
て
、
現
在
も
県
道
と
な
っ
て
い
る
。
勿
論
、
自
動
車
の
通
ず
る
道
路
と
し
整
備
舗
装
さ

れ
て
い
る
。
県
道
は
旧
道
と
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
山
地
に
入
っ
た
部
分
は

藩
政
時
代
の
旧
道
と
別
の
と
こ
ろ
に
開
通
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
遠
野
市
分
は
簡

略
に
、
釜
石
市
分
を
主
と
し
て
述
べ
る
。

笛
吹
峠
道
は
上
組
町
の
舛
形
を
出
て
、
釜
石
街
道
を
東
に
進
み
、
鶯
崎
を
過
ぎ
て
晴
山

へ
の
追
に
進
む
と
こ
ろ
で
、
釜
石
街
道
と
分
れ
る
。
旧
道
は
現
在
の
県
逍
よ
り
少
し
東
に

分
岐
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
長
谷
場
ー
糠
前
ー
舘
石
ー
比
尻
田
ー
小
水
内
ー
大
草
里
と

旧
道
と
県
道
は
重
な
っ
て
い
る
が
、
大
草
里
の
は
ず
れ
で
、

っ
て
東
北
方
に
進
み
、
山
地
に
か
か
る
。
八
八
二

m
の
笛
吹
峠
の
頂
上
を
目
指
し
て
急
な

斜
面
の
山
道
を
進
み
、
途
中
県
逍
を
横
切
っ
て
、
現
県
道
の
西
側
、
山
の
頂
上
の
ほ
ぽ
尾

根
っ
た
い
に
笛
吹
峠
の
頂
上
に
出
た
⑮
。
県
道
改
修
後
山
道
に
な
っ
て
か
ら
は
、
現
在
通

る
人
も
な
い
の
で
、
道
は
雑
草
に
覆
わ
れ
て
、
道
の
体
を
な
し
て
い
な
い
。

笛
吹
峠
を
越
え
て
、
道
は
ほ
ぼ
東
方
に
進
み
、
再
び
県
道
と
交
叉
し
て
、
県
道
の
両
側

に
出
て
急
な
斜
面
を
坂
元
部
落
目
指
し
て
下
り
て
行
く
が
、
坂
元
部
落
ま
で
の
道
は
雑
草
・

第
七
節

旧
道
は
河
内
川
の
南
側
に
沿

上
栗
林
の
板
橋
の
茅
沢
林
道
と
の
分
れ
に
古
碑
群
が
あ
る
＠
゜

削
の
碑
が
立
っ
て
い
る
＠
゜

に
覆
わ
れ
た
り
、
山
林
と
な
っ
て
通
る
人
も
な
く
、
注
意
し
な
い
と
明
ら
か
で
な
い
。
坂

元
か
ら
青
ノ
木
ま
で
は
現
在
も
旧
道
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

旧
道
は
青
ノ
木
分
校
の
と
こ
ろ
で
、
県
道
と
一
諸
に
な
っ
て
大
口
ま
で
進
む
。
大
口
か

ら
旧
道
は
東
へ
小
峠
を
越
え
て
能
舟
木
へ
の
道
を
進
む
。
こ
の
逍
は
現
在
も
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
舗
装
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
動
車
の
通
行
も
可
能
で
あ
る
。
能
舟
木
か
ら

中
村
で
再
び
県
道
と
合
す
る
。
そ
れ
か
ら
の
旧
道
は
県
道
と
し
て
改
修
舗
装
さ
れ
て
い

中
村
で
県
道
に
出
る
と
、
左
手
の
山
麓
に
林
宗
寺
⑲
が
あ
る
。
江
戸
時
代
道
路
開
慇
で

有
名
な
牧
庵
鞭
牛
和
尚
が
住
職
と
な
っ
て
い
た
寺
で
あ
る
。
林
宗
寺
の
門
前
か
ら
一

0
0

m
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
小
枝
街
道
と
の
分
岐
点
が
あ
り
、
道
標
が
立
っ
て
い
る
＠
。
道
標

左
ハ
大
槌
」
と
あ
り
、
年
号
は
な
い
が
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
小

枝
街
追
は
東
北
方
に
古
里
ー
横
内
を
径
て
種
戸
坂
に
出
て
、
大
槌
街
道
と
一
緒
に
な
る
も

の
で
、
旧
道
が
良
く
残
っ
て
い
る
。
古
里
で
は
釜
石
市
で
天
然
記
念
物
に
指
定
し
て
い
る

中
村
か
ら
釜
石
へ
の
道
を
東
に
進
む
と
沢
部
落
の
左
手
に
鞭
牛
隠
居
屋
敷
跡
＠
が
あ

り
、
古
碑
が
立
っ
て
い
る
。
右
側
に
は
滝
沢
神
社
＠
が
あ
る
。
街
道
を
橋
野
川
沿
い
に
進

む
と
「
つ
る
ぎ
の
瞼
」
と
云
わ
れ
る
、
山
が
橋
野
川
に
迫
っ
て
い
る
難
所
が
あ
る
。
現
在

県
道
は
山
麓
を
削
取
っ
て
通
じ
て
い
る
が
、
も
と
は
山
越
を
し
た
が
、
そ
れ
も
岩
石
の
凹

凸
の
多
い
難
路
で
あ
っ
た
も
の
を
鞭
牛
が
通
り
易
く
、
道
を
普
請
し
た
と
こ
ろ
と
い
わ

れ
、
そ
の
記
念
の
碑
や
、
そ
の
後
道
供
養
を
し
た
碑
な
ど
が
立
っ
て
い
る
＠
゜

の
瞼
」
の
鼻
を
曲
っ
た
、
旧
道
の
山
の
登
り
口
の
と
こ
ろ
に
最
玄
和
尚
の
布
引
観
音
道
開

街
道
を
更
に
進
ん
で
、

庚
申
塔
の
台
石
に
三
猿
が
浮
ぎ
彫
に
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
少
し
行

く
と
『
獄
中
記
』

で
有
名
な
三
浦
命
助
の
生
家
が
あ
る
。
現
在
の
住
宅
は
建
て
直
さ
れ
て

大
杉
＠
が
あ
り
、
横
内
に
は
古
碑
群
＠
が
あ
る
。

は
「
右
ハ
両
石

る
。
中
村
に
は
熊
野
神
社
R
が
あ
る
。

青
木
の
東
方
に
橋
野
高
炉
跡
＠
が
あ
る
。

「
つ
る
ぎ
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い
つ
の
頃
か
ら
か
衰
微
し
て
行
っ
た
。

こ
の
新
道
を
利
用
す
る
者
が
多
く
な
っ
た
。

で
、
時
問
も
は
や
く
道
筋
も
楽
で
あ
っ
た
。

こ。t
 

『
昭
和
五
十
三
年
度
釜
石
市
指
定
文
化
財
調
査
報
告
書
』

更
に
進
ん
で
道
々
の
橋
野
川
を
隔
て
た
対
岸
の
砂
子
畑
に
「
明
神
か
つ
ら
」
が
あ
り
⑲

釜
石
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
砂
子
畑

県
道
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
完
全
に
舗
装
修
理
さ
れ
て
い
て
旧
道
の
面
影
は
全
く
な

く
、
新
田
で
浜
街
道
の
国
道
に
合
す
る
。
国
道
と
笛
吹
峠
の
分
岐
点
は
、
昔
し
は
現
在
の

分
岐
点
の
少
し
北
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
ら
し
く
、
そ
の
分
岐
点
に
古
碑
群
が
あ
る
。

小
川
新
道
に
つ
い
て
は
、
当
初
記
述
す
る
予
定
に
な
か
っ
た
が
、
地
区
調
壺
員
武
山
利

一
氏
の
指
摘
も
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
書
か
れ
た
百
料
も
渡
さ
れ
た
の
で
簡
単
に
ふ
れ

る
こ
と
に
す
る
。

許
可
を
得
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

（
昭
和
五
十

四
年
―
―
一
月
文
化
財
調
究
報
告
書
第
十
集
釜
石
市
教
育
委
員
会
）
に
板
沢
幸
雄
氏
の
「
釜
石

新
道
図
」
に
精
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
概
要
を
記
述
す
る
。

釜
石
で
海
老
商
を
営
ん
だ
豪
商
鈴
屋
佐
野
与
次
左
衛
門
が
、
沿
岸
と
内
陸
部
と
の
交
易

を
便
な
ら
し
む
る
た
め
、
仙
人
峠
に
か
わ
る
新
道
開
削
を
考
え
、
小
川
口
か
ら
遠
野
へ
越

え
る
新
道
を
つ
く
る
こ
と
を
藩
に
上
申
し
た
。
そ
れ
は
文
政
五
年
(
-
八
ニ
―
-
)
六
月
に

工
事
に
入
り
一
年
が
か
り
で
、
遠
野
、
宮
古
方
面
か
ら
人

足
を
あ
つ
め
、
費
用
六
百
三
十
貫
を
か
け
翌
七
年
六
月
に
完
成
を
み
る
と
こ
ろ
と
な
っ

こ
の
新
道
は
、
小
川
口
か
ら
奥
の
「
ト
ノ
ゴ
ヤ
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
片
羽
山
の
山

腹
を
通
り
、
赤
岩
を
す
ぎ
、
遠
野
の
佐
比
内
に
至
る
道
路
で
、
小
道
（
一
里
六
丁
）
に
し

て
、
五
三
里
四
丁
四
十
九
間
の
距
離
で
、
仙
人
峠
を
通
る
路
程
よ
り
、
十
七
里
余
の
短
距
離

し
た
が
っ
て
、
開
通
後
は
商
荷
物
の
大
方
は

そ
の
結
果
、
甲
子
町
の
交
通
経
済
に
も
影
響
を
与
え
る
事
態
に
ま
で
な
っ
た
が
、
ま
た

世
鞭
牛
和
尚
が
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
こ
の
地
に
遷
し
た
。

⑲

林

宗

寺

⑱

熊

野

神

社

こ
の
道
の
絵
図
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
記
さ
れ
て
い
る
、
道
筋
の
地
名
を
遠
野
側
か

ら
記
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

遠
野
町
ー
是
よ
り
新
道
入
口
、
青
笹
村
関
田
（
註
ー
塚
あ
り
）
ー
左
比
内
村
ー
水
ロ
卜
云

（註
2
塚
あ
り
）
ー
是
よ
り
新
道
普
請
場
ー
巻
の
内
ー
新
山
野
ー
猫
肉
野
・
峯
平
（
塚
あ

り
）
ー
赤
岩
ー
大
槌
・
遠
境
楢
木
岱
卜
云
（
塚
あ
り
）

空
蔵
沢
卜
云
（
塚
あ
り
）

木
立
ー
萩
岱
（
塚
あ
り
）
I

白
水
沢
—
ト
コ
ノ
ヤ
と
云
ー
わ
ら
ひ
野
ー
野
（
塚
あ
り
）
ー

小
川
村
、
桃
木
渡
—
小
川
村
ー
是
迄
新
道
ー
新
板
橋
、
釜
石
湊
・
甲
子
村
堺
・
中
島
・
永

出
卜
云
ー
八
幡
渡
ー
大
渡
り
ー
釜
石
湊

註
1
釜
石
街
這
の
関
田
の
一
里
塚
（
釜
石
街
遣
[
)

⑱
笛
吹
峠
頂
上

旧
道
は
笛
吹
峠
の
頂
上
附
近
を
通
る
が
、
現
在
の
県
道
は
、
山
腹
の
斜
面
に
道
を
つ
け

⑰
橋
野
高
炉
跡

大
島
高
任
が
大
橋
と
共
に
最
初
に
高
炉
を
築
い
て
製
鉄
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
国
指
定

史
跡
で
あ
る
。

中
野
部
落
は
江
戸
時
代
の
中
心
地
で
、
こ
の
神
社
は
天
文
三
年
(
-
五
三
四
）

と
伝
え
ら
れ
る
。
橋
野
村
の
鎮
守
神
で
あ
る
。

鶏
石
山
林
宗
寺
。
曹
洞
宗
。
慶
長
二
年
(
-
五
九
七
）
に
早
栃
に
創
建
さ
れ
た
が
、
六

尾
根
の
鞍
部
を
越
え
て
い
る
。

第
八
節
笛
吹
峠
道
沿
い
の
文
化
財
•
そ
の
他

註
2
赤
川
の
一
里
塚
（
釜
石
街
道
）

銭
座
跡
が
あ
る
R
°

い
る
。
そ
の
隣
り
に
布
引
観
音
堂
が
あ
る
＠
゜

・
沼
ノ
袋
滝
ア
リ
ー
甲
子
町
・
虚

・
片
羽
山
ー
是
所
瀧
有
ー
是
茅
ノ
ー
所
々
呑
水
有
ー
是
よ
り
大

の
勧
請
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牧

庵

鞭

牛

八
月
八
日

翡

さ

五

[
―-
cm

道

普

請

林

宗

六

世

麻
さ

六
丘

cm

⑮
古
碑
は
鞭
牛
の
道
普
詰
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
心
の
樹
幹
の
周
囲
よ
り
多
数
の
枝
が
成
長
し
、
所
謂
「
千
本
か
つ
ら
」

る
。
高
さ
三
四
•
四
八
m
、

枝
巾
1
一
七
•

四
m
あ
る
。

砂
子
畑
銭
座
跡

脱
応
一＿一年
、
砂
子
田
涼
六
が
硲
府
の
認
可
を
得
て
鉄
銭
を
鋳
造
し
た
と
こ
ろ
。

⑲ ⑲
明
神
か
つ
ら

照。

祭
神
は
大
山
祗
諄
。
寛
文
年
間
の
勧
諮
と
い
わ
れ
る
。
朋
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
棟

板
橋
の
古
碑
群

―
―
一
浦
命
助
は
三
閉
伊
一
揆
の
指
琳
者
で
、
そ
の
森
任
を
問
わ
れ
て
、
投
獄
さ
れ
獄
死

し
た
。
布
引
観
音
堂
に
は
文
政
五
年
作
の
千
手
観
音
や
、
元
禄
五
年
の
正
観
音
が
安
骰

さ
れ
て
い
る
。
栗
林
村
の
人
々
の
古
く
か
ら
の
信
仰
を
渠
め
て
い
る
。
奥
の
宮
は
⑯
参

安
永
六
年

⑱ 
文
政
四
年
(
-
八
―
―
-
）
文
政
六
年
の
庚
申
塔
な
ど
あ
る
。

札
が
あ
る
。

＠ 

＠

泄

沢

神

社

往
生
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
坐
禅
石
が
あ
る
。

⑬ 

鞭
牛
隠
居
屋
敷
跡

太田林の与三郎から糊牛が寄進をうけて出来たもので、穀牛はここで坐禅

化

羹緑閂! 守四千

未年辛 手

：：：：：布^塁
別 廿月• 弓I斐

偽・五観雌開
~ ノ‘ 日 :ft 曰

畠
門 道

安
永
四
年
(
-
七
七
五
）

の
庚
申
塔
や
念
佛
供
旋
塔
な
ど
が
あ
る
。

⑯
布
引
鋭
音
奥
宮
へ
の
参
道
開
削
碑

＠

古

碑

群

鞭
牛
和
尚
開
削
逍
路
の
最
初
の
も
の
と
い
わ
れ
る
。
俗
に
寺
詣
り
街
道
と
も
い
わ
れ
て

古
里
の
御
神
楽
杉

周
り
約
六

m
、
高
さ
約
一
―

-
0
m
で
、
樹
令
四
百
年
と
相
定
さ
れ
て

い
る。

＠ い
る。

＠ 

小
枝
街
道
の
分
れ
と
道
標

文
化
四
丁
卯
年

道

供九
月
吉
祥
日

肝
煎

発
起

孫
右
ェ
門

孫

市 養

塔

道
師
不
動
[
]

世

話

人

久

兵

衛
喜

八

高
さ

――

六
5

莉

さ

七
O
c
m

に
該
当
す
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釜石市橋野嵩炉跡

釜石市 能舟木への1日道の入口
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釜石市林宗寺

｀ 釜石市 小枝街道への分れ 釜石市
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釜石市 古里の御神楽杉

●鼠

ー
し一＇

11:!11!1 

疇

『
釜石市 つるぎの輸の県道

（旧道はこの岩畳の上を通った）

=釦J. -

釜石市 量玄和尚開削の山道と記念碑

ゞ
釜石市 沢の鞭牛隠唐量敷跡

釜石市 つるぎの輸にある道供養碑群

事
,_.. 

~ 一

可繭証
!iii 晴

呵疇
釜石市板橋の廣申塔

釜石市 三浦命助の生家跡と布引観音
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釜石市砂子畑餞座絵図

遺野市鍋倉城跡遺景

遠野市 遠野市立博物館

＇ 
- '~ 

~ 

,, 
釜石市 釜石製鉄所史料館

釜石市 浜街道から笛吹峠道への分れ

が立，

-・ 
! 

、● ~-~ 圧― ↓ ゴ
- -r 

ー・-----'  .. ● .,  ・ーヽニーー.::..... ・ -~T. ．． 
-二:...:~~~--ヤ．．．-—• 一-~-、一·― --~,.

遠野市 鍋倉城跡 （剛部神社への石段）

,.,. ,.., 
遠野市 博物館前にある道標

（綾織より移転した

もの）

釜石市 史料館内部
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J

の
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
岩
手
日
報
紙
上
に
、

「
市
立
図
書
館
と
併
設
の
遠
野
市
立

鉄
筋
―
―
階
建
、
展
示
面
栢
八
五
五
2
m
1
1

1
1
遠
野
市
東
館
町
一
ニ
ー
九

二
、
遠
野
市
立

博
物
館

面
梢
内
容
共
貧
弱
で
あ
る
。

館
を
開
設
し
た
坪
由
と
考
え
ら
れ
る
。
高
山
柏
物
の
中
で
も
、

ハ
ヤ
チ
ネ
ウ
ス
ュ
キ
ソ
ウ

い
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
一
階
部
分
1
1

1
1
釜
石
市
小
川
町
釜
石
製
鉄
所
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
内

一
階
コ
ン
，
ク
リ
ー
ト
、
二
陪
木
造
II

丁
度
、
第
一
一
回
特
別
展
と
し
て
、

「
遠
野
の
オ
シ
ラ
サ
マ
」
の
展
示
が
さ
れ
て
い
て
、
見

1
1
大
迫
町

第
三
章

一
、
大
迫
町
立

山
岳
博
物
館

で
、
大
阪
の
民
族
博
物
館
の
展
示
方
法
を
と
り
入
れ
て
い
る
。

街
道
沿
の
公
開
施
設

国
の
特
別
記
念
物
「
早
池
峯
山
高
山
植
物
帯
」
は
大
迫
町
、
遠
野
市
、
川
井
村
に
ま
た

が
っ
て
い
る
が
、
蛇
紋
岩
山
地
特
有
の
乾
性
高
山
植
物
群
落
が
大
迫
町
側
に
あ
る
。
ま
た

大
迫
町
か
ら
の
岳
口
が
早
池
峯
山
登
山
に
一
番
便
が
良
い
。
そ
れ
が
こ
の
地
に
山
岳
博
物

は
こ
の
山
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ア
ル
プ
ス
の
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
と
よ
く
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ベ

ル
ン
ド
ル
フ
町
と
昭
和
四
十
年
友
好
都
市
の
縁
を
結
び
、
そ
れ
を
記
念
し
て
町
の
中
央
に

あ
る
小
高
い
丘
を
「
ベ
ル
ン
ド
ル
フ
の
丘
」
と
命
名
し
、
こ
こ
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
家

を
校
し
た
記
念
館
を
建
設
し
、
山
岳
博
物
館
と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
開
館
し
た
。

館
内
に
は
早
池
峯
山
系
を
中
心
と
し
た
地
学
、
柏
物
、
動
物
等
の
資
料
を
集
収
保
管

し
、
そ
の
一
部
を
展
示
し
て
い
る
が
、
記
念
館
的
要
素
が
強
く
、
博
物
館
自
体
の
展
示
は

博
物
館
は
六
月
一
日
に
開
館
し
た
。
慶
応
大
学
名
誉
教
授
、
池
田
弥
三
郎
氏
の
監
修
で
、

「
遠
野
物
語
」
を
構
成
の
主
体
と
し
た
民
俗
博
物
館
、
視
聴
覚
に
訴
え
る
展
示
方
法
が
多

く
、
見
学
者
か
ら
好
評
。
ま
た
図
占
館
の
併
設
は
「
博
物
館
の
賓
料
と
図
書
館
の
文
献
が

相
互
に
活
用
で
き
る
。
」
と
い
う
利
点
が
あ
っ
て
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
」
（
五

五
・
―
ニ
・
ニ
―
―
夕
刊
）
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
従
来
余
り
見
ら
れ
な
い
展
示
方
法

展
示
第
一
室
は
遠
野
物
語
の
世
界
。
第
二
室
は
遠
野
の
自
然
と
く
ら
し
。
第
一
二
室
は
遠

野
の
民
俗
学
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
特
別
展
示
の
試
み
も
な
さ
れ
、
調
査
で
訪
ね
た
時
に

ご
た
え
の
あ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
一
度
は
見
学
す
る
に
価
す
る
内
容
を
も
っ
て

三
、
釜
石
製
鉄
所
史
料
館

安
政
五
年
の
大
島
高
任
に
よ
る
高
炉
の
初
出
銑
品
を
は
じ
め
、
そ
の
当
時
の
製
鉄
の
状

況
を
物
語
る
絵
巻
に
は
じ
ま
っ
て
、
今
日
ま
で
の
釜
石
製
鉄
所
発
展
の
歴
史
を
実
物
や
写

真
に
よ
っ
て
幕
末
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
順
序
よ
く
整
理
さ
れ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。

釜
石
製
鉄
所
の
歴
史
を
調
森
す
る
に
は
是
非
訪
れ
る
必
要
の
あ
る
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い

る
。
昭
和
五
十
四
年
十
月
に
開
館
し
た
。
現
在
、
保
管
史
料
を
展
示
す
る
の
に
、
未
だ
狭

い
の
で
二
階
も
利
用
し
て
、
展
示
室
を
拡
げ
る
計
画
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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応
ま
と
め
あ
げ
た
こ
と
を
述
ぺ
て
、
あ
と
が
き
と
す
る
。

一
部
の
道
路
に
つ

い

大
槌

・
釜
石
街
道
と
し
た
が
、
感
岡
か
ら
大
槌
ま
た
は
釜
石
に
行
く
ま
で
、
途
中
通
る

市
町
村
は
盛
岡
市
か
ら
は
じ
ま

っ
て
、
都
南
村
、
紫
波
町
、
大
迫

町、

宮
守
村
、

市
、
大
槌
町
ま
た
は
釜
石
市
で
、
三
市
三
町
二
村
の
八
か
市
町
村
に
亘
り
、
そ
の
上
内
睦
部

の
中
心
遠
野
か
ら
海
岸
へ
の
逍
路
は
主
要
な
も
の
が
三
つ
あ
り
、
そ
れ
に
小
川
新
道
を
加

え
れ
ば
、
四
街
道
と
な
り
、
奥
州
街
道
の
岩
手
県
分
以
上
の
内
容
を
も
っ
て

い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
殊
に
遠
野
市
と
釜
石
市
は
、
行
程
も
長
い
上
に
四
街
追
に
亘
る
の
で
、
勤
務
の

閑
を
見
て
出
来
る
内
容
の
も
の
で
な
く
、
昨
年
ま
で
行
っ
た
調
査
と
比
較
に
な
ら
な
い
内

容
を
も
つ
て
い
た
こ
と
に
、
こ
の
報
告
を
苫
い
て
い
て
気
付
い
た
。
従
っ
て
、
遠
野
市
な

ど
文
化
財
、

そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
、
地
区
調
査
員
の
調
査
記
述
し
て
報
告
し
た
内
容
を
相

当
割
愛
し
た
の
は
、
刷
上
り
頁
数
を
考
え
て
の
こ
と
で
、
申
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
当
初
予
定
し
た
三
倍
の
頁
数
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
点
、

て
の
報
告
が
な
か
っ
た
の
は
心
残
り
で
あ
る
が
、

た
機
会
が
あ
れ
ば
補
足
し
た
い
。
し
か
し
、

第
四
章

あ

と

が

き

や
む
を
得
な
い
と
も
考
え
て
い
る
。
ま

一
応
出
来
る
だ
け
の
妓
善
を
つ
く
し
て
、 遠

野
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南部領貞享図

（岩手県立図書館蔵）



61 

ニ閉伊道中図抄

（盛岡市中央公民館所蔵）

（盛岡→釜石に編集を変えている）

暮末文化文政頃の作と考えられ、三巻もののうち

三巻の44図のうちから22図を抜粋した。
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街道筋に残る文化財「遺野街道」
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